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「っ、はぁっ……もう、止めて、ルカ……っ」

　嬌声を押し殺して、アンジェリカは囁いた。

　先ほどから執拗に胸ばかり弄られ続け、息が乱れる。アンジェリカの腹の奥に、行き場のない快感が渦巻いていた。

　だがルカと呼ばれた青年は喉の奥で笑っただけで、アンジェリカの胸の先端を舐め続けている。もう片方の先端も、散々しゃぶられた後なので真っ赤に色付き濡れて光っていた。

　その濡れた突起を摘んで扱かれ、アンジェリカは悶えて喘ぎ声を漏らした。

「あっ、んっ……んん……っ」

「もっと声を抑えないと、誰かに聞こえてしまうよ。義姉さん」

　静まり返った夜半の屋敷の中だ。

　大きな声を出すと誰かに聞こえてしまうかもしれない。アンジェリカは慌てて口を閉じた。

　その様子に、ルカはまた低く笑った。鼻で笑うような、嘲笑だった。

　こんな風にあざ笑われて無体を働かれ、悲しくて仕方ない。

　アンジェリカの眦からぽろりと一粒の涙が零れ出た。

　ルカは目敏く、その涙に気付いて頬に口付ける。

「泣かないで、義姉さん」

「お願い、ルカ。もう出て行って……」

　アンジェリカのベッドに忍び込んできたルカを追い返そうと、幾度となくそう頼んでいる。

　しかし彼はいつも「少しだけ」と添い寝を強要してはアンジェリカに無体を働く。

　アンジェリカにはルカを強く拒否することができなかった。

　今夜も懸命に彼をなだめ一応の抵抗はしていた筈なのに、アンジェリカの夜着はいつの間にか脱がされていた。裸にされて触れられると、力が入らず嘆願しかできなくなる。

　涙声でお願いするアンジェリカに、ルカはすっと目を細めて口を開く。

「久しぶりに会った弟に、ずいぶん冷たいんだね。王城に勤めているうちに、俺の事なんてどうでもよくなった？」

「ちがっ、ちがう、ルカ。そんなんじゃないわ……」

「それに、今さら止められるかな？　義姉さんの身体は、こんなにいやらしいのに」

　ルカの手が内腿を撫で上げたかと思うと、遠慮なく襞の間に指を挿れた。

　そして蜜口に浅く指を遊ばせ、かき混ぜる。わざと水音を立てるように動かされた指が、ぴちゃぴちゃという音を奏でた。

「っ、いやぁ……」

「俺が寄宿舎学校に行っている間、誰にも触れさせないっていう約束は守っていた？　義姉さん自身の指も含めてね」

　勿論、そんなはしたないことをする訳がない。

「ええ……」

　アンジェリカはこくりと頷いた。

　その答えに、ルカは満足そうに微笑む。

「じゃあ焦らすのはここまでにして、久しぶりに気持ち良くしてあげるよ」

　ルカはそう言うと、アンジェリカの足を大きく開かせ、襞を両手で割り開いてしまった。

「っ、いや、見ないで……っ」

「しーっ、大きな声を出すと、父上と母上が見に来てしまうかも」

「……っ」

　アンジェリカは両手で口を押さえ、必死に声を殺した。

　今まで何不自由なく育ててくれた、優しい義父と義母にこんなことを知られる訳にはいかない。

　義弟と深い仲になっているなんて、絶対に知られてはいけないのだ。

　アンジェリカが大人しくなったので、ルカは襞の間に遠慮のない視線を送っている。

「義姉さんのここを見るのも久しぶりだな。もっと頻繁に帰れるといいんだけど、なかなかそうもいかなくてね」

「んぅっ！」

　蜜に濡れた、一番敏感な突起を撫で上げられ、アンジェリカは身体をびくりと反応させた。

　ルカは楽しそうに含み笑いをする。

「相変わらず感じやすいね。こんなにいやらしく濡れて、嬉しいよ」

　ルカの指は、容赦なくアンジェリカを追い上げていった。

　敏感な尖りをくりくりと撫でていたかと思うと、包皮ごときゅっと摘まむ。そうしてしばらく扱いた後に、その包皮を剥き上げた。

　鋭すぎる快感の予感に、アンジェリカは必死で息を止めた。

　予想通り、ルカは剥き出しになった真珠をぬるつく指で撫で回す。

　それだけではない。指を蜜口の中に挿入し、すでに知っているアンジェリカの中の良い所を擦って刺激し始めた。

　内と外、両方の刺激を与えられアンジェリカの快感が一気に高まっていく。

　我慢しようとしたが、久しぶりの刺激なのであっという間に達してしまった。

「～～～～～っ！　……んぅっ！　んんんっ……！」

　腰を突き上げ、がくがくと揺らしながら達したアンジェリカに、ルカは嬲るような意地の悪い声を出す。

「ふふ。義姉さん、イくの早いね。ひょっとして、溜まってた？」

「っ……ルカ、もう、止めて……」

「それはないんじゃないの？　自分だけすっきりしたら終わりだなんて」

　鋭く言い返され、アンジェリカは言葉に詰まった。確かに、ここまでしておいて止めさせるのはひどいかもしれない。

　しかし、何とか彼を止めようと口を開く。

「こんなことをしていたら、本当に子供ができてしまうわ。だから、止めて……」

　するとルカは、良い笑顔を向けた。

「それじゃあ義姉さん、口でしてくれる？」

　口でして、そのまま出されるのは苦しくて嫌だった。

　けれど、避妊もせずに中で出される方が困る。

　アンジェリカは頷いた。

「ええ、わかったわ」

　すると、ルカは一転して悪そうな表情になった。

「今さらそんなこと、気遣ったって無駄だよ。今まで散々ヤっていたのに」

「で、でも……今までは大丈夫だったけれど、これから困る事になるかもしれないわ……」

「俺も久しぶりに義姉さんを味わいたい」

　そう言うと、ルカはアンジェリカの膝裏を持って深く開脚させた。シーツに付くほどに膝を広げられ、晒された蜜口にルカの雄が宛がわれる。

「ま、待って、ルカ……っ！」

「無理」

　一言で斬り捨てると、ルカは無慈悲に腰を押し進めた。

「んんんっ……！　んぅ……っ！」

　若いルカの雄は、手を添えずともアンジェリカの中にずぶずぶと侵入していく。

　何度か出し挿れを繰り返し、すっかり奥まで挿入させると、ルカはアンジェリカの手を握って口から退けた。

　そしてにっこりとして言う。

「義姉さん、入ったよ。はぁ……気持ち良いね」

「っ、あっ、あぁっ……！」

「義姉さんも、気持ち良いだろう？」

　そう言って、アンジェリカの良いところに切っ先を当ててゆっくりと擦って動かす。

　弱冠十八歳とは思えない、淫らな腰遣いだった。

　挿入されても引き抜かれても気持ちが良い、じれったい動きにアンジェリカは腰を揺らして喘いだ。

「ひぁっ、あぁんっ……！」

「ふふ、気持ちが良いって言っているんだね。でも、ちょっと声が大きいかも」

　自分がそのようにさせておいて、ルカはこんなことを言う。

　ルカはいつも、意地悪ばかりだ。

　アンジェリカは首を横に振って、声にならない声をあげた。

　ぱさぱさとアンジェリカのブルネットの髪が枕に擦れる。

　ルカの、蜂蜜色に輝く金の髪とはまるで違う色だ。

　そんなアンジェリカを見下ろしながら、ルカは快感を与える為に腰を突き上げる。

　じゅぶじゅぶという水音と、アンジェリカの荒い息が静かな部屋に響いている。

　せめて、手で口を押さえられたらもう少し静かにできるのに。

　アンジェリカはそう思ったが、生憎両手ともルカに繋がれ、シーツに押し付けられている。

「ふぁっ、あっ、あっ……！」

「はぁっ……義姉さん、そろそろイきそうなんじゃない？　俺のを締め付けてキツいよ」

「っ、ぅ……っ」

「ふふ、イってもいいよ？　でも、声は抑えてね。義姉さん、イく時けっこう声が大きくなるから」

　そう言いながらも、ルカは両手を自由にするつもりはないようだ。

　アンジェリカは以前、こういう時にルカがどうしたいかを思い出して言った。

「ルカ、あの、声が出そうなの。キスして……」

「ああ、わかったよ義姉さん」

　ルカは、アンジェリカの身体は弄ぶくせに、口付けだけはねだらないとしてこない。

　アンジェリカには、その辺りのルカの気持ちがまるでわからなかった。

　けれど、彼は言われた通りにアンジェリカの唇に口付けた。

　すぐにルカの舌が侵入してきて、咥内を舐め回す。

　雄で中を掻き回されながら、舌を絡ませると気持ちが良くてたまらない。

　上も下も犯されている感覚は、いけないことだと思いながらもアンジェリカに深い快楽を与えた。

　キスを始めると、ルカはアンジェリカの両手を解放した。

　すぐにアンジェリカはルカに抱きついて、縋るように身体を密着させる。

　こうすると、キスも彼の雄も、さらに深くなるのだ。

　お互いに舌を絡めながら、腰を揺らす。

　最初は嫌だと抵抗していたアンジェリカも、夢中になってルカを受け入れていた。

　アンジェリカの快感が高まるのと同時に、ルカの突き上げも深く速くなる。

　そして、キスしながらの突き上げは、アンジェリカを再び絶頂へと導いた。

「んん～！」

「いいよ、義姉さん。イって……！」

　唇を合わせたまま、ルカが囁く。

　義弟の許可を得て、アンジェリカは快楽の頂点から飛び降りた。

「んっ、んっ……！　んぅっ……！　ん～～～～！」

　頭の中が真っ白になって、急降下しているような感覚が身体の中に流れる。

　同時に、絶対に口にしてはいけない言葉を頭の中で呟いた。

（好き、ルカ……好きっ）

　言葉は嬌声として、ルカの喉に吸い込まれていった。

　アンジェリカが達すると、ルカは再び彼女の足を大きく広げ、のしかかって腰を動かす。

「はぁっ、はっ……！　義姉さん、義姉さん……っ！」

　ルカの激しい突き上げに、パンパンと肉がぶつかる音と淫靡な水音が大きく響いた。

「あっ、あっ……！　ルカ……っ！」
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「くぅ……っ！」

　アンジェリカの締め付けに逆らわず、ルカはそのまま中で放った。

　最奥までぐりぐりと押しこみながら、白濁を思う存分吐き出している。

「っ、やだ、ルカ。中で……」

「うん。すごく気持ち良かったよ、義姉さん」

　にこりと屈託なく笑われて、アンジェリカの瞳は絶望の色に染まった。

　彼はことの重大さをわかっているのだろうか。

　両親の本当の子供であるルカと、養子のアンジェリカは血は繋がっていないとはいえ、姉弟なのだ。

　それに、ルカは侯爵家を継いで次期侯爵となる身。

　家柄の良い令嬢を妻として迎え入れる際に、アンジェリカという義姉との間に子まで生ませているとまずいとは考えないのだろうか。

「ルカ、貴方は……」

「さ、義姉さん。ちゃんと身体を拭いてあげるね。そうでないと、ベッドから起き上がる時に俺の出した物が零れてしまうから」

　言葉を遮られ、ルカに身体を拭かれてしまう。

　際どい彼の手付きが、いやらしく襞の間で蠢くとアンジェリカは再び淫らに鳴かされたのだった。










「おはようございます、お義父さま、お義母さま」

　朝食の始まる時間より十分な余裕を持って、アンジェリカは家族の食卓へと現れた。本当は眠いのだが、両親の手前、寝坊することなんてできない。

　義父のアスマンと義母のローナも、にっこりと笑ってアンジェリカを迎え入れる。

「おはよう、アンジェリカ」

「アンジェリカ、お勤めをしていない時はゆっくり眠っていてもいいのよ」

「いいえ。二度寝に慣れて、お城で寝坊なんてことになったら大変ですもの」

　アンジェリカの冗談に、両親は声を立てて笑う。

　アスマンは手にしていた新聞を置いて言った。

「女官として立派に勤めているという噂は、私の耳にも入ってくるよ。アンジェリカは私たちの誇りだ。なあ、ローナ」

　ローナも頷いている。

　彼らは、アンジェリカのことを実の子と同様に思ってくれている。

　だからこそ、アンジェリカの胸の内にとてつもなく重い罪悪感がのしかかる。

　ルカとのことを、両親が知ったらどうなるのだろうか。

　想像しただけで恐ろしかった。

「おはよう、朝からみんな盛り上がっているね」

　ルカも起きてきた。にっこりと笑みを浮かべている様子は爽やかで清々しい。

　昨日、アンジェリカのベッドに忍び込んであんなにいやらしいことをした人物とは思えない。

　アンジェリカは目を合わせないままで、おはようと小さく呟いた。

　アスマンがルカを見つめ、可愛くて仕方がないという風に目を細める。

　しかし、わざと尊大に見えるよう勿体ぶって口を開いた。

「ルカ、お前は寝坊などせずに毎日過ごしているんだろうな？」

「勿論ですよ、父さん。僕はこれでも優等生なんですから」

　ローナが嬉しそうににっこりして、ルカの世話を焼き始めた。

「ルカ、寄宿舎の朝食なんて味気ないのではなくて？　久しぶりの我が家の味を、たくさん食べてちょうだい」

「はい、母さん」

「そうだぞ、ルカ。お前は小さい時は病弱で小食で、無事に育つのかもわからない程だったんだからな」

「父さん、もう何年前の話をするんですか。僕はこの通り、無事に育っていますよ」

「………………」

　家族の無邪気な団らんの中に入れず、アンジェリカは曖昧な笑みを浮かべたままパンをちぎって口に運んだ。

　ルカは両親が実子を諦めていた頃に、思いがけず授かった息子だった。

　そしてルカが生まれたのは、アンジェリカが養女となった後だった。

　ローナの縁戚に当たるアンジェリカは、赤ん坊の頃からこの家で養育されていた。

　愛情をふんだんに注がれ、何不自由なく暮らしていたアンジェリカは、自分が養女だとまったく知らなかった。

　ルカが生まれた時も、弟ができたのが嬉しくて可愛くて、率先して面倒を見たものだ。

　しかし心無い人たちは、アンジェリカが養女でルカという実子が生まれた以上は用無しだと知らしめる。

　それは態度であり、聞こえるような噂話であったり、直接的な言葉であったりもした。

　アンジェリカは少女になるにつれ、すっかり分別という物が付くようになっていた。迷惑になる前に、この屋敷から出て行ってしまわなければいけない。そう思って王城で女官として働く道を選んだのだ。

「……どうかしら、アンジェリカ」

「義姉さん？」

　物思いに耽っていると、何やら話しかけられていたらしかった。

　聞いていなかったアンジェリカは、小首を傾げて尋ねる。

「なーに？」

「ルカが休暇の間に、一度皆で出掛けようかって話をしていたんだよ。最近話題の劇場のボックス席に、伝手があってな」

　義父の誘いに、皆が微笑んで一緒に行こうと言ってくれている。

　しかし、アンジェリカは申し訳なさそうに首を横に振った。

「明日の朝には王城に戻らなくてはいけないの……」

　ルカが無邪気に口を開く。

「義姉さん、せっかく僕がクリスマス休暇で帰省しているっていうのに、お勤めの方が大事なの？」

「ごめんなさい、ルカ。年末年始の催事に、王城は人手が足らないほどなの。今の里帰りも、無理を言ってテリーサ姫さまにお許しいただいたのよ」

「それなら仕方がないな」

　義父の言葉にアンジェリカはホッとした。

　王城での仕事が忙しいのは本当だが、劇場や舞踏会など、人目のある場所にルカと一緒に出掛けるのは怖くて仕方がなかったのだ。

　ルカは無邪気を装って、アンジェリカとの距離を詰めてくる。

　人目を忍んで口付けられたり、際どい部分を触れられたりと心が休まらない。

　それに、ルカと二人でいると決まって年頃の令嬢たちの悪意に晒される。

　アンジェリカはルカにまとわりつく羽根虫のごとく見られているのだ。それは、ルカがアンジェリカのことを庇えば庇うほどひどくなっていた。

　ルカは年頃の令嬢がぜひ彼の妻になりたいと望むような、正しい血筋の令息なのだから。

　アンジェリカが、この場は収まったと思っていると、ルカがまた口を開いた。

「義姉さん、そうまでして王城で勤めることはないのに。女官なんて辞めて、この家で父さんと母さんの傍にいたらいいじゃないか」

　アンジェリカは答えに窮した。

　困った表情になり、義弟をなだめるように言う。

「そういう訳にも、いかないわ」

「どうして？　義姉さんが働かなくてもうちは十分やっていけるよ。それに、僕が卒業したら義姉さんを養ってあげるから」

「………………」

　ルカは、アンジェリカが女官になることに反対していた。

　アンジェリカがこの家に頼る訳にはいかないと覚悟して出て行ったことは、彼にとっては気に入らないらしい。

　アンジェリカの初出仕が決まった時も、散々嫌だとごねていた。ルカがこんなに我儘を言うのは珍しいと、アスマンとローナも驚いていた。

　アンジェリカの初出仕は五年前、十八歳の時だった。ルカとは五歳差なので、彼は十三歳だっただろう。

　あの時はまだ、このように歪んだ関係ではなかった。

　一体どうしてこんなことになってしまったのか、アンジェリカ自身にもよくわからなかった。










　朝食の後、アンジェリカは義母のローナとお茶を飲みながら他愛ない話をして楽しいひと時を過ごした。王城内では、アンジェリカは御年十歳になる王女付きの女官をしている。

　テリーサ姫は穏やかでややすれば内向的な性質だが、アンジェリカには主の穏やかで静かな暮らしぶりが自分に合っているように思えた。

　ローナが王城内での噂話をせがむので、アンジェリカはさしさわりのない、愉快な話を選んで披露した。

　姫さまが弟君にぬいぐるみを取られ、その時は我慢したが後から泣き出してしまったいじらしい様子や、陛下の髭が嫌だと抱っこ拒否をし、父王はショックを受けてしまった話などだ。

　もちろん、王城内でも陰口や妬みの類の話はあるが、基本的に王室の方々は平和でのんびりしている。これが、陰謀渦巻く伏魔殿のような王城ならば、アンジェリカも女官勤めを考え直すかもしれない。

　しかし、今のアンジェリカにはルカのことを考え悩む自宅より、女官勤めの方が気が休まるのだった。

　ローナは心配性なので、アンジェリカのこともあれこれ気にしてしまうようだ。

「アンジェリカ、本当に王城のお勤めは辛くない？　何かあれば、いつでも帰ってきていいのよ」

「テリーサ姫さまにお仕えしてから、一度も辛い目に遭っていませんから。大丈夫です」

「ルカも心配しているわ。いつも、アンジェリカが王城で苦労していないか確かめてほしいと言うんだもの」

　ルカが、母親にまでアンジェリカの様子を尋ねていたとは知らなかった。

　いつも、アンジェリカ本人には嫌味ともつかない口ぶりで意地悪ばかりを言うくせに。

　本当は、心配してくれているのだろうか。

　訳もなく心が温かくなって、アンジェリカはにっこりとしてしまった。

「そうだったの。でも、わたくしは楽しんでいるから、まだお勤めを続けたいわ」

「そうねえ。アンジェリカがそう言うなら……」

　ローナは思案顔ながらも、許してくれた。

　これで、しばらくはルカと顔を合わせなくて済む。

　会いたいけれど会えば苦しくなるのがわかっているので、アンジェリカはルカとの距離を置こうとしていた。

　ただ、クリスマス休暇はルカも寄宿舎学校から帰ってくるし義父母も家族で過ごすことを楽しみにしている。アンジェリカも里帰りをし、実家で過ごすことが恒例となっていた。今年は一日だけ休暇をもらい、終業後に帰宅し始業前に帰ることにした。

　それ以外の時期には、アンジェリカはあまり里帰りをしなかった。

　帰れば、ルカも理由を付けて帰省してしまう。

　そうなれば、アンジェリカのベッドにも夜毎侵入してくるのだ。

　あの子が何を考えているのか、わからない。

　考え込むアンジェリカの耳に、ローナの明るい声が響いた。

「さあアンジェリカ、昼食は何がいい？　貴女の好物を何でも出すわよ。もちろん、ルカの好物もね」

　アンジェリカは朗らかに問いかける義母に、けっして打ち明けられない重荷を抱えたまま答えた。

「シェパーズパイが食べたいわ」






　昼食後に、アンジェリカは書斎に行くことにした。

　子供の頃に読んだ本で、テリーサ姫に薦めたい物語があったからだ。子供の本とはいえ、分厚く装丁も豪華で、なかなかに珍しい品だ。読書が好きなテリーサ姫なら、きっと喜ぶだろう。

　書斎の扉を開けると予想外に、突然向こうから手が伸びてきて手首を掴まれた。

「きゃっ！」

「捕まえた」

　気が付けば、アンジェリカはルカの胸の中にいた。

「ル、ルカ……どうして……」

「ここに来るだろうと思ってね」

　そう言うと、ルカは書斎の扉をバタンと閉めてしまった。

　そしてアンジェリカを扉に押し付けるようにして両手の檻に囲ってしまう。

　彼の唇が降りてきたのを見て、キスされるかと思ったアンジェリカは顔を背けた。

　ルカはそのまま、アンジェリカがさらけ出した首筋に舌を這わせた。

「っ……」

　ぴくりと反応して、声が出そうになるのを必死に抑える。

　ルカが耳元で囁いた。

「義姉さんさあ、俺を避けてすぐに城に戻るなんてひどくない？　せっかくの姉弟水入らずの時間だっていうのに」

　そう言って、耳に口付けて舌まで挿しこんでいる。

　舌で耳を塞がれる異音が聞こえる。耳への愛撫にぞくぞくとしながら、アンジェリカはやっとの思いで伝えた。

「っ、お願い、ルカ。もう止めて、こんなこと……」

「まだ何もしていないんだけど、どんなことを想像しているのかな、義姉さんは」

　そんな意地悪を言いながら、アンジェリカの耳を甘く噛んでいるのだ。

　身体がまたぴくぴくと動いてしまう。

　アンジェリカは涙で潤んだ瞳でルカを見上げた。

「わたくしたちは、姉弟なのよ……」

「血は繋がっていないけれどね」

「でも、もう駄目なの。わたくしに、触れないで」

　アンジェリカの嘆願に、ルカはふっと意地の悪い笑みを浮かべた。

「嫌だよ」

　一言で切り捨て、アンジェリカの胸に手をやる。普段着の柔らかなドレスは、服の上からでもアンジェリカの豊満な胸を味わえた。

　ルカは胸全体を揉みしだきながら、足の間に膝を差しこんだ。

「っ、ダメ、こんな昼間から、こんな場所で……っ」

「ここで俺たちが初めてキスをしたの、覚えてる？」

「っ……」

　過去の過ちを持ち出され、アンジェリカは言葉を失った。

「またここでしないと、ね」

　首筋に唇を這わされると、アンジェリカの身体からは容易く力が抜けていった。抱きしめられ、身体を撫でられると下腹部が疼いて蜜が零れだす。

　ルカが遠慮のない手付きで服を脱がしていくのを、アンジェリカは止められなかった。

　どうして、こんなことになってしまったのだろう。

　ルカに抱きしめられながら、アンジェリカは過去の出来事を思い出した。










　最初に、アンジェリカが両親の実子でないと認識したのはいつだっただろうか。

　口さがない大人たちは、両親が不在だとアンジェリカが近くにいるにもかかわらず、ひそひそと話をしていたものだった。

『貰い子がまだ、女の子で良かったわねえ』

『男の子だったら、実の子と要らぬ争いになりますもの』

『万が一の時の為に、一応は育てておかなければいけませんしね』

『ええ、生まれた子は病弱らしいですわよ』

　最初は、何を言っているのかまったくわからなかった。

　けれど、アンジェリカに直接言ってくる子供も現れるようになる。口さがない大人の娘たちだ。

『ねえ貴女、本当はどこかから貰われてきた子なんでしょう。ルカが大きくなったら追い出されるって、お母さまが言っていたわ』

『………………』

　アンジェリカは無言を貫いた。

　こんなことを言われていると、両親には知らせたくなかった。

　それに、ルカの具合にも関わるかと思ったのだ。

　ルカは幼い頃から病弱だった。せっかく生まれてきた実子がすぐに熱を出しては寝込む身体で、両親にも心労と看病疲れが見てとれる程だった

　アンジェリカはルカの様子を見たり、看病のお手伝いをしたり、彼の調子が良い時も悪い時も寄り添うようにしていた。

　ルカも、アンジェリカに懐いてくれていた。

　アンジェリカは弟が、たとえ血が繋がらなくても可愛くて仕方がなかった。

　この義弟の為に、できることをしてあげようと思っていた。

　ルカは成長するにつれ、病弱さは抜けていった。やがて、運動も勉学もできる美しい少年となった。

　だが、アンジェリカにべったりのままなのは幼少の頃と変わらなかった。

　アンジェリカの後を付いて歩き、夜も一緒に寝たいとベッドに潜り込んできたものだった。

　思えば、それが悪かったのだろうか。

　しかし、天使のような容貌のルカに頼まれると、どうしても断ることはできなかった。

　ルカがにっこりと笑ってこちらを見上げると、何でもお願いを聞いてあげたくなるのだ。

　そんなルカを、アンジェリカは弟として見ていた筈だった。

　血が繋がらなくても、可愛い義弟。

　しかし、ルカは少年から青年へとすくすくと成長していく。

　それでも、アンジェリカへのべったりとした態度は変わらなかった。

　ルカが十三歳の時、アンジェリカは王城で女官として勤めることになった。

　拗ねたり膨れたりするルカを、アンジェリカは必死になだめたものだった。

　それでも機嫌の悪い彼を、少しそっとしておいた方がいいと書斎で読書をしていた時だった。

　ふらりと書斎に現れたルカは、アンジェリカの手を引いて抱きしめた。

　その時、二人の身長は同じくらいだった。

　アンジェリカはどぎまぎしながらも、ルカの背中をぽんぽんと叩いてあげた。

　彼はいつまで経っても甘えん坊の弟、そういうつもりで抱きついているのだろうと思ったからだ。

『アンジェリカ、どうしても行くの？　僕は行ってほしくないよ』

『ごめんね、ルカ。でも、もう決めたことだから……』

　うるうるとした瞳を向けて、嘆願するルカにアンジェリカは優しく諭した。

　こうやって、言い含めたら今は不機嫌でもきっとわかってくれるに違いない。ルカは優しい子だから。

　しかし次の瞬間、ルカの態度は急変した。

　まさに、急変としか表現できない変化だった。

　今まで天使のような表情をしていたルカは、チッと舌打ちをして唇を曲げたのだ。

　見たこともないような、意地の悪そうな表情だった。

　己の目が信じられず、ぱちぱちと瞬きを繰り返すアンジェリカに、ルカは独り言のように言った。

『これだけ言っても止めないんだ。じゃ、俺も可愛い弟ごっこはもう止めさせてもらう』

『え、え……？』

　そう宣言すると、ルカはアンジェリカの唇にキスをした。

　軽く押し付けるだけの挨拶のキスではない。アンジェリカの唇を舐め、吸った後舌で舐め回す。

　アンジェリカが制止の為に口を開いた瞬間、ルカの舌がするりと入り込んだ。

　子供のキスとは思えない、激しく熱い口付けだった。

　茫然とするアンジェリカに、ルカは熱っぽく囁く。

『アンジェリカは俺のこと、可愛い弟としか思っていない？　俺にまったく何も感じない？』

　アンジェリカの鼓動が激しくなる。

　最近は、ルカと一緒にベッドに横になると、ドキドキしていた。抱きつかれたり、身体に触れられたりすると鼓動が速くなってしまう。

　弟に緊張するなんて、おかしい。

　だがアンジェリカは、ルカは無邪気な弟だからと自らの反応に気が付かないフリをしていた。

　その時も、アンジェリカは嘘を吐いた。

『わたくしは、貴方のことを愛おしい弟と思っているわ』

　いや、それはある意味正しい言葉でもあった。

　アンジェリカはルカを愛おしく思っている。

　それが男として見ているのか、弟として見ているのかはわからない。

　義両親の手前、姉がおかしな目で義弟を思うのは良くないという意識を言語化したのだ。

　ルカは目をすっと細め、そして真っ直ぐにアンジェリカを射抜いた。

「そう。じゃあ今日からは、義姉さんと呼ばせてもらうよ」

「………………」

　今まで、名前を呼んで懐いてくれていた義弟が遠くに行ってしまった。

　突き放したのは己であるが、アンジェリカはショックを受けていた。

　ルカはそんなアンジェリカに続けて言う。

「義姉さん、もうすぐ俺は義姉さんより背も高くなって何もかもを追い抜く。その時に、義姉さんを貰うから」

「貰う……？」

「楽しみにしていて」

　もう一度アンジェリカに口付けて、ルカは書斎を出て行った。

　アンジェリカは茫然として閉まった扉を見つめていた。






　それからしばらくは、ルカとの対面をなんだかんだと避けていた。

　もし家で会う機会があっても、アンジェリカはすぐ王城に帰るようにしていた。

　ルカは両親の前では今まで同様に素直で良い子に振る舞っていたし、アンジェリカにも特に変わらない態度だった。

　あれは、何かの間違いだったのかもしれない。

　ルカもストレスがあったり、反抗期だったりで、アンジェリカに嫌な態度を取っただけかもしれない。

　反抗期の男子というものは、イライラして乱暴になるという話も聞いたことがある。

　アンジェリカはルカへの疑惑を胸にしまって、こんなによそよそしい態度ではいけないと思い直した。

　そしてルカの帰省に合わせて里帰りを申請し、久しぶりの家族水入らずの夕食を楽しむことにした。

　久々に再会したルカは逞しく成長して、アンジェリカの背丈を遥かに追い抜いていた。

　学業も優秀で、またその美しい容貌から近隣の女性たちに熱い視線を送られているらしい。

　アンジェリカはその話を聞いて、誇らしいと同時にもやもやとした物も感じた。自分だけの可愛い弟だったルカが、誰か別の女の人の物になるのを見守らなくてはならないと実感したからだ。

　赤ん坊の頃からずっと見ていたルカがこんなに大きくなるなんて、その成長ぶりに時の流れは早いものだと感じ入る。

　それと共に、両親が老いているのもまた目の当たりにしてしまった。

　まだまだ元気だが、以前より皺が深くなった義父と義母が、家族皆が揃ったと喜んでいるのを見るとアンジェリカの胸に罪悪感が生まれた。

　こんなに優しい両親がいるのに、ルカと気まずいからという理由で慌ただしい帰省で済ませていたからだ。

　その日はゆっくりと夜遅くまで家族と団らんし、久しぶりに屋敷に泊まった。

　自室のベッドで眠ろうと横になっていても、いろいろと考えてしまい寝付けない。

　考えることはやはり、ルカのことだった。

　美しく成長したルカは眩しかった。もし彼が一緒に育った義弟でなければ、アンジェリカは気軽に近寄ることもできなかっただろう。

　もし彼に今、以前のように口付けられたらどんな感じがするだろう。

　あの時、ルカは『義姉さんを貰う』と言っていた。

　その当時のアンジェリカには、意味がよくわからなかった。しかし今のアンジェリカは、王城での噂話、特に男女の艶事を聞いてそれが何を指すかを知っている。

　もし今、ルカにそうやって迫られたら……。

　はしたない。こんな妄想は止めるべきだ。

　良心がそう咎め、アンジェリカはそれに従った。

　女官として王城にいると、それなりの身分の男性や騎士と知り合う機会はままある。

　女官たちに人気のある殿方と顔を合わせても、彼らがアンジェリカの胸を騒がせることはなかった。

　アンジェリカが意識してしまうのは、ルカだけ。

　それは、どういうことなのだろう。

　この問いかけに対して、はっきりした答えを出すのは良くない気がする。

　アンジェリカは思考を手放し、ちゃんと眠ることにした。

　うとうとして、まどろみからふと目覚めたのは何かに身体をくすぐられたからだ。

　頬にさらりとした髪が触れている。誰かが首筋に唇を這わせている。

　一瞬、ここがどこか混乱してアンジェリカは身体を強張らせた。

「義姉さん、やっと起きたんだ」

「っ……ルカ！」

「しーっ、静かにしないと、父さんと母さんが目を覚ましてしまうよ」

　両親に心配をかけてはいけないという気持ちが、アンジェリカの口を閉じさせた。

　黙り込むアンジェリカに、ルカは身体を密着させて抱きしめながら首筋から鎖骨へと軽いキスを繰り返している。

「……駄目よ、ルカ。止めて」

「義姉さん、俺がベッドに忍び込んでも全然気付かないんだから心配になるよ。王城で誰かにこんなことされてない？」

　そう言ってアンジェリカの胸に触れる。

　ルカにそっと触れられただけで、アンジェリカの身体はぴくんと反応してしまった。ルカの手は、アンジェリカに快感をもたらしていた。

「さ、される訳ないでしょ」

「本当に？　誰かと抱き合ったり、身体を許したりしていない？」

「していないわ」

「じゃあ、キスは？　誰かに唇を奪われてはいない？」

　何て事を尋ねるんだろう。

　アンジェリカは羞恥と混乱で目を泳がす。

　すると、ルカは馬乗りに覆いかぶさってアンジェリカの両手首を拘束してしまった。

「ちょっと、ルカっ」

「答えて」

　その剣幕に、アンジェリカはつい言ってしまった。

「そんなことをするのは貴方だけでしょ、ルカ……」

　それを聞くと、ルカはにやりと笑ってアンジェリカにキスをした。

　強引に舌を咥内に侵入されて、奪われるような口付けを受ける。

　それは確かに、アンジェリカの官能を刺激した。

　けれど、そのまま素直に受け入れる訳にはいかない。

　アンジェリカは抵抗し、顔を左右に振って足をばたつかせた。

　だがルカの身体はびくともしない。握られた両手首は、アンジェリカに痛みを与えない為にふんわりとしか掴まれていないのに、まるで動かない。

　アンジェリカは最後の手段として、彼の唇に噛みついた。

　痛みを与えると、ルカは驚いたようでさすがにキスを止めた。

「止めなさい、ルカ。もう出て行って」

　しかし、ルカは手首を掴んだまま仄暗い笑みを浮かべた。

「もう義姉さんは、俺に敵わないよ。どれだけ抵抗したって、無駄だ」

「どうしてしまったの、ルカ。そんなことする子じゃないでしょう……？」

　制止するつもりのアンジェリカの言葉に、ルカは笑みを引っ込めた。

「俺はもう、いつまでも可愛いがられるだけの義弟じゃ嫌なんだよ」

　そう言うと、ルカはアンジェリカの手首を頭の上で一つにまとめて押さえつけた。

「あっ、止めて、止めなさい、ルカ……！」

　制止の声を無視し、ルカはアンジェリカの夜着を捲り上げる。

　首元まで裾をたくし上げられ、アンジェリカの豊満な胸が露出した。

　胸が大きいので、仰向けになったままでもお椀型のぷるりとした形を保っている。

　それを見たルカは熱い吐息交じりの声を出した。

「前からずっと見たかった。綺麗な胸だ」

「いや、見ないで……」

　震える声でそう言うが、ルカは止めない。

　それどころか、胸の先端に口付けをして、もう片方の胸を揉み始めた。

　アンジェリカの身体は、敏感に快感を拾って反応してしまう。

　胸に触れられているだけなのに、なぜか下腹部の奥が疼いてきて足をもじもじとさせてしまった。

「あ、ん……っ、だめぇ……っ」

　声に甘さが滲んでしまう。

　手首はすでに解放されていたが、身体に力が入らずルカを突き飛ばすことはできない。

　ちゅぷっという音がして、ルカの唇から胸の先端がはずれる。

「義姉さんの胸は大きいのに、乳首は小さいよね」

「っ、イヤ……！」

　身体のことをそんな風に言われて恥ずかしい。アンジェリカは胸を隠そうとしたが、それより先にまたルカが胸にキスをした。

　今度は、先ほどとは反対の胸の先端を唇で挟んで吸っている。

「あっ、あぁ……っ」

　こんなことしてはいけないとわかっているのに、気持ちが良い。

　下腹部から熱いものがとろりと零れた感覚があって、アンジェリカはまた足を動かしてしまう。

　腿を閉じ合わせたかったが、足の間にルカの膝があってそれはできない。

　アンジェリカは嘆願した。

「ルカ、もう止めて、こんなこと……っ」

「嫌だ。義姉さんを貰うって前に言っておいたよね」

　ルカはあれを本気で言っていたのだ。

　アンジェリカがどうにか説得して止めさせようと考えているが、ルカは手をするりと下腹部に下ろした。

　アンジェリカの下着はずり降ろされて、ルカの指は容易に襞の内側へと触れた。

　蜜口に指先を浸すと、そのぬるついた指で襞の間をあちこち撫で回す。拙い愛撫がもどかしく、アンジェリカは身体をひくつかせた。

「ダメって、言ってるのに……っ、ルカ、止めてぇ……っ」

「義姉さんの身体に触れるのが嬉しいし、興奮する。もう止められないよ」

　その時、ルカの指がアンジェリカの一番敏感な尖りに触れた。

「ひゃぅっ！」

　身体をびくんと跳ねさせ、快楽の声を漏らしたアンジェリカにルカはにんまりと笑った。

「ここが気持ち良いんだね、義姉さん」

　そう言ってルカはその突起を弄りだした。

　ぬるぬると指で擦ったり、摘んだりされるとアンジェリカの快楽は高まっていく。

「あぁっ、やぁ……っ、それ、変になるの……っ」

「はあ……っ、義姉さん、可愛い。もっと感じて変になって」

　興奮に硬くなってきた尖りを、くりくりと撫で回されるとたまらない。

　初めての感覚に戸惑いながらも、アンジェリカは腰を揺らして感じていた。

「あっ、あぁっ……も、だめぇ……っ！」

　初めての絶頂は、義弟の指によるものだった。

　アンジェリカは達しながらも、声を抑えなければいけないという意識で己の口を手で押さえた。声を押し殺しながら、身体をびくびくと撥ねさせ快楽のままに動く。

　やがて力が抜けて、シーツの上にくたりと横たわると、ルカは下着を足から引き抜いてしまった。

　そのままルカはアンジェリカの膝を大きく開かせ、己の胴を割り込ませた。

　アンジェリカがハッとした時には、ルカは太く大きな雄を露出させ、蜜口に宛がっていた。

「ルカ、それは……っ、それだけは、ダメ……っ！」

「こうしないと、義姉さんを貰うことはできないだろう」

　そう言って、ルカは腰を押し進めた。

　めりめりと硬い物に犯される痛みに、アンジェリカは涙した。

「いやぁっ、痛い……っ、止めて、ルカ……っ」

「ごめん。最初は痛いらしいから、我慢して」

「あぅっ……やだぁ……っ」

　アンジェリカが痛みを訴えても、ルカは雄を出し挿れするのを止めない。

　やがて、二人の骨盤が合わさった。

「義姉さん、全部入ったよ」

「もう、嫌ぁ……っ、抜いて、ルカ……」

「ごめんね、でも嬉しい。義姉さんの初めてを貰えたから」

　そう言って、ルカは目尻にキスをする。優しく頬に、額に唇を押し付けられると、アンジェリカの強張った身体が緩んできた。

　ルカは顔中に触れるだけのキスを繰り返した後、唇にもキスをした。

　先ほどとは違い、優しく何度も唇に触れるだけの口付けを繰り返されたが、アンジェリカの唇は固く引き結ばれたままだった。

　ルカは諦めたようにキスを止め、そして言った。

「最初に痛いだけだと嫌な記憶しか残らないだろうから、気持ち良くなるようにもするね」

　そう言うと動きをゆっくりの物に変化させ、アンジェリカの胸を両手で弄る。

　奥まで突き上げられると痛みがひどいが、こんな風にじわじわと中ほどまでの挿入を繰り返されると快楽が勝ってしまう。

「ふぁっ、あぁ……っ」

「よかった。気持ち良さそうだね。こっちも……」

　胸の先端に触れられると、もどかしい快感が下腹部に伝わる。そして次にルカが触れたのは、結合部の上部だった。

　アンジェリカの官能を直接伝える小さな突起を、ルカがくすぐるように撫でて摘む。

「あっ、あぁっ……やだぁ……っ」

　アンジェリカが感じていることは、ルカの雄をきゅうきゅうと締め付けることによって知られてしまう。

「く……っ、義姉さん、そんなに搾り取ろうとしないでよ」

「やっ、そんなこと……っ、あっ、あぁっ！」

「それに、声が大きい」

　ルカの指摘に、アンジェリカはハッとなった。また己の手で口を塞ごうとする。

　しかし、ルカの手によってそれは阻止されてしまった。アンジェリカの手首を握って、ルカは言った。

「義姉さん、静かにね」

「あっ、やだぁ……っ、声が、出ちゃう……っ」

　アンジェリカが首を横に振っても、ルカは手首を握ったまま離さない。

　そして、渇望するような瞳でアンジェリカを見下ろしているのだ。

「どうしたら、唇を塞げると思う？」

　ルカは、キスをねだられたいのだなとすぐにわかった。

　無理矢理抱いているくせに、妙なところで甘えん坊になる。

　ルカに甘いアンジェリカは、つい言ってしまった。

「キスして、塞いで……」

　ルカは強引な口付けはせず、ゆっくりとアンジェリカの唇に触れ、舐め始めた。

　むずむずとした快感に、唇だけでなく下腹部も感じてしまう。

　アンジェリカは唇を開いた。

　すぐに、するりと舌が入り込んでくる。今度はやんわりと咥内を舐め回され、むず痒いような快楽を与えられる。

「ん……っ、ぅ……」

　もどかしい愛撫に、アンジェリカの舌は自ら動いていた。

　そして舌を絡め合わせ快感を得ると、アンジェリカの中も引き攣れた。きゅんと動く中の内壁が、ルカの雄に絡まるように締め付けたのだ。

「ああ、義姉さん……っ」

　キスの合間に、うわ言のようにルカが呟く。

　アンジェリカもルカを愛おしく思う気持ちでいっぱいになり、知らず知らずのうちに彼を抱きしめていた。

　キスをしながらルカが腰を動かすと、痛みだけではなく、疼くような快楽も感じてしまう程だった。

「あっ、あぁっ……！」

　キスをして、舌を絡めながら動かれると痛みと快感、それに別な感情が生じる。

　それは、ルカのことを男として愛おしいと思う気持ちだった。女は好いた男に抱かれると心が満足し、身体もその気持ちで満たされるのだ。男性経験のまったくなかったアンジェリカだが、それは本能的に直感していた。

　アンジェリカは、先ほど考えないでおこうと思っていた答えを見つけてしまった。

　ルカが、好き。

　義弟なのに、気が付いた時にはルカを好きになっていた。

　可愛くて、ちょっと我儘なところもあるけれど、優しいルカが好きだった。

「んっ、ぅ……っ、んん……っ」

　ルカの動きは、激しく深く突き上げるものになっている。

　痛みはあるけれど、それよりも愛おしさによる快楽の方が感じられ、アンジェリカはうっとりとした。

　しかし、次のルカの言葉に現実に引き戻された。

「義姉さん、出すよ……っ」

「っ、だ、ダメ……っ、それだけは……っ！」

　アンジェリカの制止を無視し、ルカは奥まで雄をねじこんで腰を激しくぶつけた。

　やがて動きが止まったかと思うと、ルカが身体を奮わせ嘆息する。

「くっ……義姉さん……っ」

　アンジェリカの身体の中にルカの欲望の証が放たれたのだ。

　どくどくと熱い物を注がれ、アンジェリカは一瞬、深い満足と幸福を得られた。

　しかしすぐに我に返る。

「ルカ。こんなことをしたらどうなるか、わかるでしょう……っ」

　子ができていたらどうしよう、とアンジェリカが不安を抱え詰まっても、ルカは素知らぬ顔だった。

「義姉さん、身体を拭いてあげるよ。俺にさせて」

「ルカ、本当にどうしてしまったの……」

　彼の気持ちも言動も、まるでわからない。

　ルカは甲斐甲斐しく世話を焼いてくれたが、それは好奇心から身近な異性に手を出したかったからだけかもしれない。

　ルカはアンジェリカのことをどう思っているかも、どうして彼女を抱いたかも、何も言わないのだ。

　それは何とも思っていないからではないだろうか。

　そうでなければ、義姉に手を出して平気な顔でいられる訳がない。

　その結論に至って、アンジェリカの心は絶望に染まった。

　ルカは、性的な欲望を近くにいるアンジェリカで手軽に満たしているのだろう。

　そうだとすればこの関係を早く断たなければいけないと思うのだが、アンジェリカには難しかった。

　一つは義両親が、姉弟の良好な仲を望んでいるということ。

　そしてもう一つは、アンジェリカ自身がルカを好きだと気付いてしまったということ。

　ルカ以上の男なんていないと、アンジェリカは心底思っているのだ。

　離れなくてはいけないという理性と、ルカと離れたくないという感情がせめぎあう、苦しい時間の始まりだった。










　短い里帰りを終え、王城に戻ったアンジェリカは日常を取り戻そうとしていた。

　しかし、ふと気付いたらルカのことを考えている状態だった。

　彼と最後に会ったのは、王城に帰るアンジェリカを家族が皆で見送ってくれた時だった。

　両親は別れを惜しんでいたが、ルカはどうでもいいという風な冷めた態度に見えた。

　そのことが、アンジェリカの心をいたく傷つけていた。

　その前日には散々アンジェリカの身体を弄び思うさま抱いたというのに、欲望を放ってしまえばもう用はないのだろうか。

『じゃあ、また』

　そう言うとあっさりと踵を返し、アンジェリカが馬車に乗って去るまでは見送ってくれなかった。

　しかし、アンジェリカは首を振ってその考えを振り払った。

　自嘲しながら、思い直す。

　自分からルカと離れようとしているくせに、彼から突き放されると辛いだなんて我ながら勝手すぎる。

　アンジェリカは気持ちを切り替え、職務に集中しようとする。

　だが、アンジェリカの心は意外な方向からも乱されることになるのだった。










「ねえアンジェリカ、貴女の弟君のルカのことを教えてちょうだい」

　そう言い出したのはアンジェリカが仕えるテリーサ姫だった。

　姫は幼い少女とはいえ、王族として厳しく躾けられている。

　教育や行儀のレッスンなど毎日多忙で、寛げる時間はごくわずかな程だった。

　そのわずかな時間に、テリーサは本を読んだり物語の読み聞かせをねだったりと、いつもは静かに過ごしている。無駄な噂話をするような性質ではないのだ。

　つまり、テリーサがルカのことを知らなければいけないという事情が何か、あるのだろう。

　アンジェリカは戸惑いながら口を開いた。

「ええ、もちろんでございます。姫さまが知るべき事柄は、どのようなことでございましょう」

「どのような方か、人となりを教えてもらえればいいわ。今度、ラズリーお兄さまがわたくしたちを引き合わせるとおっしゃっていたから、心積もりをしておきたくて」

　テリーサの兄であるラズリーは王子であり、次代の王でもある。

　そのラズリー王子が、テリーサとルカの間を取り持とうとしているとは知らなかった。

　アンジェリカは頷いた。

「ルカは柔和な雰囲気で穏やかに姫さまと接しますので、ご心配されることはありませんよ」

　内向的なテリーサは、威圧的であったりいかつい風貌だったりする男性を苦手としていた。

　テリーサの叔父に当たる騎士団長、王妃殿下の弟君であるコーレイは筋肉隆々の髭を生やした男性で、悪気はないのだがテリーサを大きな声で追い詰めるような節がある。

　それが心配だろうと、アンジェリカが先回りして不安を解消したのだ。

　果たして、テリーサは見るからにホッとした様子になった。

「そう。良かったわ……」

「はい。ルカは人に合わせて話題を選ぶこともできますので、きっと姫さまを退屈させることはないでしょう」

　同席していた、同じく女官のクリスティーンが口を挟む。

「それに、とっても麗しい殿方だと女官の中でも噂の的ですのよ。ラズリー殿下とは同じ寄宿舎学校での同級生で、とても親しい間柄なのです。それで、殿下は姫さまに親友を紹介しようと思われたのでしょう」

「わかったわ」

　テリーサがもういいと合図をしたので、クリスティーンは引き下がった。

　しかし、クリスティーンがこの件について話をしたくてうずうずとしているのがよくわかる。

　果たして、テリーサの部屋から下がるとすぐにアンジェリカに話しかけてきた。

「ねえねえ、ルカさまの件、貴女のご実家には打診はもうあったの？」

「打診？　いいえ」

　何の話かわからず、小首を傾げるとクリスティーンは声を潜めて続ける。

「ルカさまは学園で一番とも言える文武両道の優等生でしょう。ラズリー殿下は腹心としてとても信頼していらっしゃるもの」

「はい……」

「今の内からルカさまを片腕として、将来的には国王になっても側近にされるんじゃないかしら」

「どう、なんでしょうね……」

　アンジェリカは何と答えていいかわからなかった。

　ルカからは、学園で成績が優秀だという話をちらっと聞いた程度だったからだ。

　ルカが殿下の腹心ともいえる立場で、学生のうちから王城に招待されるとは知らなかった。

　ルカは何も言ってくれなかった。

　来るならそうと教えてくれたらよかったのに。それを寂しく感じる。

　少々気落ちするアンジェリカに、クリスティーンはとどめを刺した。

「ええ、だから妹婿にしてさらなる結束を求められるのも無理はないわ。ルカさまは身分的にも問題がない、姫さまの結婚相手第一候補ですものね」

「……！」

　想像もしていなかった。

　テリーサとルカを会わせるのは、見合いのようなものなのだろうか。

　確かに身分に問題はないだろうが、まだテリーサは子供ではないか。

　驚くアンジェリカを見て、クリスティーンは不思議そうな顔をした。

「あら、本当に知らなかったの？」

「ええ。姫さまはまだ、十歳になられたばかりですし」

「それくらいの年から婚約者を決めておくことは、けっしておかしなことではないでしょう」

「それに、ずいぶん年の差があるように思えて……」

「七つや八つくらい、どうってことないわよ。それくらの年の差がある夫婦は、珍しくもないでしょう」

「……それも、そうですね」

　アンジェリカは引き下がった。

　心の中は動揺したままだったが、クリスティーン相手に反対意見を述べても仕方がない。

　そう、アンジェリカはこの縁談を素直に祝えず、難癖をつけるようなことばかり言ってしまったのだ。

　ルカが、結婚するかもしれない。

　それも、アンジェリカの主であるテリーサと。

　二人が結婚し、幸せそうに暮らす姿を目の前で見るとどんな気持ちになるのだろう。

　想像しただけで辛く悲しかった。

　それでも、アンジェリカには止める権利などない。

　一緒に育った義理の姉弟とはいえ、ルカは正当な侯爵家の長男であり、アンジェリカはただの養女なのだから。

　もし、そんなことになってもアンジェリカは笑顔を装い、何も言わないでおこうと決心した。






　テリーサとルカの顔合わせはすぐに行われた。

　ルカも殿下も、寄宿舎学校が休暇中である今でないと学外にいられないからだ。

　そして予想外なことに、同席はラズリー王子だけではなかった。国王陛下と王妃殿下もおられる、一家の団らんとも言える場にルカとアンジェリカが呼ばれたのだ。

　アンジェリカは緊張しながら、テリーサ姫の付き添いとして部屋の隅に控えた。だがルカは堂々とした様子で、王族の皆とテーブルを囲んでいる。

　ルカは寄宿舎学校の制服で登城していた。

　生徒全員が着るお仕着せの制服に身を包んでも、ルカの美貌は変わらない。美しい王室一家に囲まれても、一際輝いていた。

　美しい青年は、とっくに皆を魅了しているようだった。

　もちろん、アンジェリカもルカを見ているだけで胸がときめく。

　しかし、それを絶対に表面上に出してはいけないと視線を下に落とした。

　陛下が寛いだ様子で声をかける。

「ルカ、いつもラズリーのお守りに苦労しているだろう」

「いいえ、とんでもない。最近の殿下は悪さなどしておりませんよ」

　陛下と妃殿下の笑い声に、ラズリーが拗ねた表情を見せる。

「お守りとか悪さとか、ひどいな。コイツだって、見えないところでは手を抜いてズルいこともしているのに」

「殿下、常に全力でいると人は息切れするものですよ。上手く息抜きをするのも大事なのです」

　ルカの澄ました応答に、ラズリーは肘でつついて言う。

「ほら、こういう話し方も。普段は違うだろ」

「それはそうだろ。学園の中で殿下呼びで敬語だったら、浮くのはラズリーだからな」

　二人のじゃれ合う様子に、テリーサも笑顔になっている。

「さあルカ。貴方から見たラズリーの普段の様子を、奇譚なき意見で教えてちょうだい」

　妃殿下が催促すると、ルカは寄宿舎学校の中の話をわかりやすく教えてくれる。

　皆がルカを信頼し、頼っているのがわかってアンジェリカは誇らしい程だった。

　話が終わると、妃殿下は満足そうに頷いて言う。

「ルカ、これからもラズリーのことを頼みますよ」

「ああ、私からも頼む。今後もラズリーを支えてやってくれ」

　陛下までそんな風に言うので、ラズリーは笑いながら反論した。

「皆、そんな風に言うけれど、こいつはこう見えて姉離れできていないんですよ」

　突然、自分のことが話題に出て、アンジェリカは驚いて声を出すところだった。

　無言で控えているが、皆の視線が集中して居心地が悪い。

　そっと目を伏せて視線を下に落とす。

　このまま話が流れてほしいと願ったが、続きをせがんだのはテリーサであった。

「お兄さま、姉離れってどういうこと？　アンジェリカはわたくしの傍にいつもいるけれど」

「はは、距離的に離れているってことではないよ。ルカはアンジェリカが大好きだから、どうしているのかいつも気になるし、変な虫を寄せ付けたくないって思っているんだよ」

「変な虫って？」

　余計なことを、テリーサ姫さまに吹き込まないでほしい。

　アンジェリカは思わず顔を上げ、はらはらとしながらテリーサとラズリーを見つめた。

　するとルカがにっこりとして言った。

「テリーサ姫さまが、主としてしっかり振る舞ってくださると嬉しいです。義姉を預けている間、よろしくお願いしますね」

　テリーサは真面目な表情でこくりと頷いた。

「ええ、しっかりと預かります。わたくしが主人として、アンジェリカを見守ると良いのですね」

　何だか妙な方向に話が進んでしまい、アンジェリカははらはらとしてばかりだ。

　しかし、部屋の雰囲気は和やかで皆が笑顔だった。

　やがてお茶会が終わる頃に、ルカは頭を下げて言った。

「本日はお呼びに与かり、ありがとうございました。少し、義姉に場内を案内してもらいたいのですが、よろしいでしょうか」

　ラズリーが冷やかして言う。

「案内なら俺がするのに、姉さんにしてもらわなきゃ嫌なんだな」

　ルカは怯みもせず、にっこりとしたまま口を開いた。

「ああ、もちろん。休暇が終わったらまた、嫌っていうほどお前の顔を見なきゃいけないのに、ここでまで一緒にいたくない」

「酷いっ、ルカ。お前なー」

　いつものようにじゃれ合う二人に、陛下も笑顔でアンジェリカが案内することを了承したのだった。






　王城でルカと並んで歩くのも、不思議な感覚だ。

　アンジェリカはちらりとルカを見上げて言った。

「来ることがわかっていたなら、教えてくれたらよかったのに」

「言ったら面白くないだろう。俺に会えて、嬉しかった？」

　そう言われると、アンジェリカは面白くない。

　見送りの時の素っ気ない態度はわざとで、それによってアンジェリカがルカのことを思い悩むのを見越していたのだろう。

　確かに、アンジェリカはルカに会えて嬉しいと思ってしまった。

　けれど、それを明かすのは悔しい。

　アンジェリカは話を逸らした。

「王城の中なら、どこが見たい？　お庭が綺麗よ」

「義姉さんの部屋」

「それは駄目よ。女官の宿舎は男子禁制だもの」

「じゃあ、高い所」

　ルカの答えにアンジェリカは小首を傾げて言った。

「上からの景色を見たいのかしら？　それなら、城塞に上がれるけれど」

「外じゃ嫌だよ」

「そうね……では上のテラスに向かいましょう。城内からでも外を見られる場所はあるから」

「うん」

　素直について来ているルカを可愛いと思ってしまうのは、親バカならぬ姉バカなのだろうか。

　それとも、惚れた欲目なのかもしれない。

　ルカはテリーサ姫と結婚するかもしれないのに。

　アンジェリカはテラスへと続く階段を上がり、通路を歩いて先導した。

　何か催しがない限り解放されない場所なので、王室一家の居住区に比べて格段に人が少ない。

　たまに見張りの衛兵とすれ違う程度だ。

　人もおらず、立ち聞きされる心配がない場所まで来てから、アンジェリカは口を開いた。

　ルカの結婚についての噂話が本当かどうか、尋ねてみたいという誘惑に抗えなかったのだ。

　ただし、もしそれが事実であっても笑顔でおめでとうと言えるようにしようと決心はしておく。

「今日の顔合わせは、ルカと姫さまのお見合いも同然だったって話、本当なのかしら」

「そうだったらどうする？」

　ルカは問いかけには応じず、質問を返した。

　アンジェリカは用意しておいた笑顔を作ってみせた。

　女官として勤めるうちに培った、どんなに辛い時でも愛想よく振る舞う技だ。

「だったら、大成功ね。姫さまはルカのことをお気に召したようだし、陛下もルカを頼りにしていらっしゃるでしょう」

「……！」

　ルカの顔が強張ったような気がしたが、アンジェリカは笑顔のまま続けた。

「それに、お父さまとお母さまもきっと喜ばれるわ。名誉なことだもの。ルカだって誇らしいでしょう」

「……義姉さんは、僕が姫さまと結婚したらいいと思っているんだ」

　ルカの声は低く、恐ろしい表情となっている。

　けれど、アンジェリカはどう振る舞っていいかわからない。せめて気持ちに蓋をして、二人を祝福する。

「いいも何も、わたくしには口出しなどできないもの。二人が幸せになるなら、それでいいわ」

「……義姉さん、こっちに来て」

　ルカは怖い雰囲気を纏ったまま、アンジェリカの腕を掴んで引っ張った。

　そして暗がりに引っ張り込み、そこにあった物置のような小部屋の中にアンジェリカを押し入れた。バタン、と扉を閉められると部屋は薄暗くなる。明かり取りの小窓から陽が差しこんでいるだけだ。

　鍵のない小部屋なので、誰かが扉を開けると二人がいるとバレてしまう。不審に思われる前に、外に出るべきだ。

　そうわかっているのに、アンジェリカの足は動かなかった。

　ぎらぎらとしたルカの瞳が、アンジェリカを射抜いていた。

　それでも、何とか声を振り絞る。

「ルカ、どうしたの……」

「義姉さん、誰に何を言われたか知らないけど、今日は顔合わせなんかじゃない」

「そう、なの？」

「ああ。俺は義姉さんを見に来ただけだから」

　ルカの話に、ホッとしてしまうアンジェリカがいた。

　けれど、それを素直に喜んでしまうのも浅ましいと思ってしまう。

　やはり、アンジェリカはどう反応していいのか困った表情になるのだった。

「……わたくしは、一人でも大丈夫よ」

「何それ。見に来るのも迷惑って言ってるわけ？」

「そういう訳じゃないけれど……」

　詰め寄られ、答えに窮するとルカはじろじろとアンジェリカに視線を送って言った。

「服装って、メイドのお仕着せじゃないんだ」

「え、ええ。女官のドレスは各自で用意するの」

　舞踏会などで着るような豪奢なドレスは論外だが、どのようなドレスを着るかは各自の裁量だった。

　アンジェリカは地味なベージュの、動きやすいドレスを着ていたがルカは不満げに口を開いた。

「何、そのドレス。胸元が見えすぎじゃない？」

「そう、かしら。普通くらいと思うけれど」

　デコルテが少し見える襟ぐりのドレスが最近の流行だった。

　派手な服装が好きな女官の中には、コルセットで寄せ上げた胸元が零れんばかりのドレスを着ている者もいる。

　アンジェリカは、きつい締め付けが苦手だったので、コルセットは着けずにゆったりとしたドレスを身に纏っていた。

　ルカはするりと寄ってアンジェリカの胸に、無遠慮に手を伸ばした。

「そうだよ。こんなに胸が揺れていたら、男を誘惑しているようだよ」

「止めて、ルカ。ここは王城よ」

「知っている。こんな恰好で、義姉さんはいつもうろうろしているんだ」

「……え？」

　一体、どういう意味なのだろう。

　ルカの意図がわからず、問いただすように彼の顔を見上げる。

　すると、ルカはドレスの胸元部分をずり降ろし、胸を露出させてしまった。

　ぽろりと豊満な胸が零れ出る。

　慌てて手で胸を押さえ、ドレスを上げようとしていると、それを阻止するように抱きしめられた。両腕を回されることによって、手が動かせないように固定されている。

　そして、剥き出しになった胸の先端がルカの制服に当たって擦れる。

　こんなことをしている場合ではないと思うのに、すっかりルカに躾けられ感じる身体になってしまっていると感じた。

　胸の先端が擦れると、気持ち良い。

　ルカに抱きしめられると、ドキドキして心臓が痛いほどだ。

　どうしようもなく胸が高鳴って、彼に惹かれていると実感する。その思いは、耳や首筋に口付けられた時にさらに強くなった。

　首筋に唇を這わされると、下腹部がきゅんと引き攣る。耳を甘く噛まれると、蜜がとろりと溢れ出た。

「ん……っ、はぁっ……」

　力が抜けてしまい、ルカに縋り付くようにして立ったまま愛撫を受ける。

　すると、ルカはアンジェリカを物置台の上に座らせた。
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　そしてすぐにアンジェリカの下着を剥ぎ取ってしまった。

　彼は制服のポケットにその下着を入れると、アンジェリカの前にしゃがみこんだ。

「義姉さん、すっかりいやらしい身体になってしまったね」

「……っ、いや……」

「俺がそうさせたんだよ。それを覚えておいて」

　そう言うと、ルカはアンジェリカの足を大きく開いてしまった。

　ドレスのスカートも捲り上げられ、秘すべき部分が剥き出しになってしまう。

「あっ、そんな、見ないで……」

「可愛いよ、義姉さん」

　ルカは襞を両手で割り開き、そこに顔を近付けた。

　そんな場所を見ないでほしいと、ルカの頭を両手で突っぱねて遠ざけようとしたが、力は入らない。

　弱々しい抵抗に、ルカはくすりと笑った。

「義姉さんのここは、膨らんでもっと触れてほしそうだよ」

　ルカが突然、一番敏感な尖りを軽く摘まんだのでアンジェリカの身体は跳ねた。

「あっ……！」

「強かったかな？　もっと優しくするね」

　ルカは秘所に顔を近付け、躊躇なく襞の間に舌を挿しこんだ。そして、下から上へ舐めあげる。

　ゆっくりと敏感な尖りを舌で舐られ、アンジェリカは悶絶した。

　それでも、声を出さないように必死に抑える。

「ん……っ、ぅ……っ」

　ルカはアンジェリカに快感を与えることに専念することにしたらしい。

　唇で尖りを挟み、やわやわと吸って刺激を与えた後、舌先でぴんっと弾かれる。

「あぁっ……！」

　アンジェリカはたまらず嬌声をあげた。

「義姉さんの感じてる声も可愛い。もっと聞かせて」

「ダメ……っ、誰か、来ちゃう……」

「そうなったら、義姉さんに虫がつかなくなっていいんだけど」

　ルカは今度は、舌の平らな部分で円を描くように突起に優しい愛撫を施した。

　もどかしい快感に、アンジェリカの蜜はとろとろと溢れ出た。

「いっぱい濡れてる。嬉しいな」

　ルカは口付けを止めて、秘密の部分をうっとりと見つめた。

　今度は包皮を引っ張り上げ、いつもは隠されている核の部分まで剥き出しにしている。

　そこに空気が触れるだけで、アンジェリカは快感の予感に震えた。

「いや、そこは……っ」

　ルカは制止を無視し、秘められた真珠を舐り始めた。

　舌をちろちろと這わせたあと、ちゅうっと吸われるとアンジェリカはびくびくと反応した。

「あっ、ん……っ」

　アンジェリカの様子に気を良くしたようで、ルカは低く笑うとさらに淫らな愛撫を施す。

　真珠を舌で転がした後、かぷりと甘く噛まれてアンジェリカは声を抑えることも忘れ感じた。

「ふぁっ、ああっ……！」

　腰を突き上げる動きをするアンジェリカに合わせるように、ルカは指を蜜口に挿入した。

　すんなりと彼の指を飲みこみ、アンジェリカの中は喜んで侵入してきた異物を迎え入れる。

　ルカの指はすでにアンジェリカの中を知り尽くしているので、容赦なく感じる部分を刺激してくる。

　花芯の裏側を指の腹で押され、アンジェリカは身悶えた。

「ひゃぅ……っ！　そこ、いやぁ……っ」

「そうかな。悦んで俺の指を咥えこんでいるけど」

　無意識のうちに、アンジェリカの中はきゅうきゅうとルカの指を締め付けていた。

　ルカが指を動かす度に、いやらしい水音が響く。

　彼はその上、また突起に口付けを始めた。

　ぺろぺろと敏感な尖りを舌で舐めながら、中の指も動かし続けている。

　中と外の刺激を同時に受けて、アンジェリカは仰け反って感じてしまう。

「あぁっ、も……っ、ダメぇ……っ、イっちゃう……っ」

　すると舌は突起の周辺のみを舐めるように去ってしまった。中の指も、浅い部分で遊ばせるだけの動きだ。

　アンジェリカは息を整えようとするが、ゆるやかでもどかしい快感にも反応してしまう。

「はぁっ、は……っ、ん、ん……っ」

　小さく喘ぎながら腰を揺らすアンジェリカに、ルカは含み笑いをして言った。

「義姉さん、このままイったら何度も達することになって疲れるんじゃない？　どうする？　何回もイくか、俺のモノで一回だけイくか。選んでいいよ」

　どっちにしても、最後までされてしまうのは変わらないのだろうか。

　アンジェリカはぼんやりとしながらも、首を横に振った。

「ダメ、もう止めて……」

「義姉さん、こんなにほしそうに涎を垂らしているのにまだそんなことを言うんだ」

「こんな場所でするなんて、いけないもの……」

「ふうん。じゃあ、俺のでたくさんイってもらうことにするよ」

　そう言って、ルカは制服のズボンのベルトをはずす。すでに昂ぶっている雄を露出させると、アンジェリカの蜜口に宛がった。

　雄の硬い先端が、柔らかな入口に触れるとアンジェリカは期待で震えた。

　ルカの言う通り、アンジェリカの身体は彼の雄がほしくて涎を流している。その美味しさを覚えてしまい、もっと味わいたいと訴えているのだ。

　それでも、アンジェリカは肉欲に従いたくはなかった。

「あっ、待って、ダメ……っ」

「もっと愛撫してほしかった？」

「違うの、あっ、待って……っ、あぁぁ……っ！」

　ルカはアンジェリカの言葉の途中で、腰を押し進めた。

　途端にアンジェリカの頭は真っ白になって、話もできなくなる。内壁は雄の味を存分に味わって食いついていた。

「あっ、あぁ……っ！　ふぁぁ……っ」

　ずぶずぶと侵入してくる硬い物を感じて受け入れている最中に、途中で引き抜かれる。

　ルカが腰を引く動きにも感じてしまい、アンジェリカは悶えた。

　もっと、奥まで挿れてほしい。

　お預けをくらって飢えた肉壁は、疼いて「ルカがほしい」と訴えていた。

　再び、ルカは腰を押し進めた。そしてアンジェリカの中の一番感じる場所をゆっくりと擦り上げる。

「ひぁっ、あーっ！　そこ、いやぁ……っ」

「ここが一番感じるもんね、義姉さん」

　ごりごりと、先端の太い部分で擦り上げられる。アンジェリカはたまらず嬌声をあげた。

「ひぁっ、あーっ！　そんな……っ」

「見て、義姉さん。俺のを義姉さんが美味しそうに食べてるよ」

　ゆっくりと出して、挿れる動きを見せつけられてアンジェリカの中はきゅんと引き攣れた。

　ルカの言う通り、太くて長い雄が中に挿入されたかと思うと、また出て行く姿を上から見るのは淫靡な光景だった。

　我慢しようと思っていたが、視覚からの快感にアンジェリカは為す術もなかった。

　行ったり来たりする、硬い雄を見ながらアンジェリカはあっという間に達してしまった。

「いやぁ……っ、ダメなのに……っ、あっ！　あぁーーっ！」

　びくびくと身体を震わせ、座って足を開いた姿勢のままアンジェリカは快楽を貪った。

　こんなことをしてはいけないとわかっていても、理性が蕩けてしまう。

　アンジェリカはルカに抱きついて荒い呼吸を落ちつけようとした。

「義姉さん、もうイったの？　まだ挿れたばかりなのに、早すぎ」

　揶揄されると、恥ずかしくて顔を上げられない。

　ルカにしがみついたまま、彼の胸に顔を埋めた。

　こうやって、ルカに甘えられるのはたまらなく心地よい。

　けれど、いつもは絶対にできないことだ。こんな風に、彼に貫かれて何も考えられない状態でないと。

　ルカはアンジェリカの髪を撫でながら囁く。

「それに、声が大きくなってる。誰かに、聞かれてしまうかも」

「や……っ、ルカ、わたくしの口を塞いで……」

　ルカの脅しのような申し出に、アンジェリカは飛びついた。

　声を抑えるというのは方便だ。

　ルカとキスしながら貫かれたい。

　その欲望の現れだった。

　ルカに口付けられると、すぐに口を開けて自ら舌を差し出す。柔らかく吸われ、絡め合うと例えようもなく気持ちが良かった。

　深いキスをしながら、ルカは奥まで腰を突き上げてアンジェリカを貫いている。

　このまま、この時間が続いてほしいと思うほどにアンジェリカは心身の快楽を得ていた。

「んっ、んん……っ」

「はぁっ……義姉さん、気持ち良すぎてヤバい。俺も、もう……っ」

　キスの合間にルカが囁く。

　彼も快感を得ていると知って、またアンジェリカの満足は深まる。

　パンパンと腰をぶつける音と、ぐちゅっ、ぐちゃっという水音が鳴っている。

　ルカは己が達しそうになると悟ると、最奥までぐうっと腰をねじこんだ。そしてそのまま腰を上下に揺さぶり、アンジェリカの一番感じる尖りを結合部分で擦り上げた。

　中と外、同時の刺激にアンジェリカも我慢できずに達してしまった。

「んぅっ、んっ、んーーー……！」

　声はルカの喉に吸い込まれていく。

　そして舌を絡め合わせながら、中にルカの欲望が放たれたのを実感する。

　熱い物がどくどくと放出されると、どうしようもなく気持ちが良かった。

　アンジェリカは自分からしがみついて、ルカに縋った。

　彼も、しっかりとアンジェリカを抱きしめてくれる。

　けれど、その熱が冷めて理性が戻ってくると、アンジェリカの気持ちはどうしようもない罪悪感と絶望で落ち込むのだった。

　そそくさと体を離し、身繕いを始める。

　胸が露出したままだったのも、恥ずかしいし気まずい。

「義姉さん、これ」

　ルカは笑顔でポケットからアンジェリカの下着を取り出して手渡した。

　それをひったくるように受け取ってすぐに穿く。

　そして、目も合わせずに部屋から出て行こうとした。

　ルカはそんなアンジェリカの腕を取って引き留める。

「義姉さん、その態度はないんじゃない？　あんなに気持ち良さそうに俺に抱きついていたのに」

「……もう、しないで」

「義姉さんだって、本当は嫌じゃないんだろう？」

　欲望に負けてしまうのは、確かにアンジェリカが悪い。

　けれど、ルカが己を性欲のはけ口としてしまっている事実が胸を刺す。

　アンジェリカは悲しい気持ちを隠せないまま口を開いた。

「貴方は、こんなことをしてはいけない人なのよ……」

「こんなことって？」

「侯爵家の跡継ぎとして、それに相応しい女性を妻として迎え入れないと」

「そんなこと、義姉さんに指示されたくない」

　ぴしゃり、と冷たく撥ねつけられアンジェリカはさらに傷ついた。

　俯いて顔を上げないまま、アンジェリカは部屋を先に一人で出た。

「義姉さん！」

　ルカの声が聞こえたが、足を止めることなく自室に急いで戻ったのだった。






　体調不良ということにしてもらい、部屋にこもって身を清め、一息つく。

　やはり、考えるのはルカのことばかりだった。

　ルカは、皆の前ではいつも良い子だ。

　それは陛下や偉い人の前ではもちろん、両親の前でもそうだ。

　家でもルカはほとんど我儘を言わず、素直で聞き分けがいい。昔からそうだった。

　しかし、いつの頃からかアンジェリカには当たりがキツく、そして我儘になるのだ。

　アンジェリカはルカの言動をやんわりと窘めようとはしても、厳しく叱ったりはできない。

　それは、彼が侯爵家の正当な跡取りで、両親の実子だという遠慮から来る部分が大きかった。

　アンジェリカは義母であるローナの縁戚の子であるとはいえ、由緒正しい家柄などではないらしい。遠縁の何の力もない家から、今後は子の養育について口出しをしないと約束させてまとまった金額を支払ったという噂を聞いたことがある。

　幼い頃、一度ローナに本当の両親について尋ねたこともあった。

『お母さま、わたくしの本当のお母さまって……』

『私を本当の母と思いなさい』

　いつもは優しいローナが怖い顔になってキツい口調になったので、それ以上は聞けなかった。

　そんなアンジェリカが、弟だと思っていたルカに好意を抱いてしまった。

　劣等感と愛情から、アンジェリカはいつもルカの希望を優先させていた。

　それが彼の要望をどんどんエスカレートさせてしまい、今のような関係になってしまったのかもしれない。

　けれど、このままではいけないだろう。

　アンジェリカも、ルカにきっぱりとした態度を取るべきなのかもしれない。

　しかし、それができるだろうか。

　ルカに抱かれることも、触れられることもいけないことだとはわかっている。

　それでも、ルカに口付けられるとアンジェリカの身体と心は、喜びに溢れてしまうのだ。

　でもやっぱり、と思い直す。今の状態をずるずる続けると、ルカの為にもよくないだろう。

　ルカにはラズリー王子の側近として、王国の要職に就く明るい未来がすぐそこにあるのだ。

　ルカと離れ、彼の傍にいながら温もりを二度と感じられないのは辛いだろう。

　でも、笑顔のまま耐えるようにしよう。

　それが、育ててくれた義両親と愛する義弟の為なのだから。










　その日以降、アンジェリカは何事もなく王城で女官として過ごしていた。

　年明けの新年祝賀と、その後の舞踏会の準備で王城全体が浮ついた様子だった。

　そのせいか、アンジェリカが考え込むような様子でも誰も咎めたりはしなかった。

　自分に与えられた役割を淡々とこなし、アンジェリカは新年祝賀の舞踏会にテリーサ姫の付き添いとして参加することになったのだった。

　懸念事項は、その舞踏会には両親と共にルカが参加することだった。

　皆の前では良い子のルカだが、またアンジェリカにだけは我儘な振る舞いをしてくるかもしれない。

　それを思うと、彼の気持ちを変えさせる為に何か言わなければいけないのだろうと心が重い。

　厳しい事を言って、ルカがアンジェリカに見向きもしなくなると、きっと寂しいだろう。

　それに、ルカが与えてくれる悦びから離れがたいと思っているのは、アンジェリカの方なのだ。

　だが、大勢の人数がいる舞踏会での話だ。

　ルカと出会わないかもしれないし、もし会っても彼は義姉と話す機会などないかもしれない。

　アンジェリカはあくまでもテリーサ姫の付き添いとして参加するだけなのだから。






　舞踏会当日、アンジェリカはテリーサ姫に付きっきりで王室の年中行事を共にこなしていた。

　朝早くからいくつもの行事をこなすうちに、テリーサ姫の様子は疲れたものに変わっていく。

　アンジェリカはテリーサ姫を励ましてにこやかに言った。

「姫さま、舞踏会の最初の挨拶が終われば、すぐに部屋に戻りましょうね」

「ええ……」

「もう少しです。朝からお疲れでしょうが、あと少し堪えてくださいませ」

　アンジェリカがわざと力こぶを作って明るく取り繕うと、テリーサ姫に笑顔が戻った。

　そうして舞踏会が始まり、陛下の挨拶が行われる。

　歓談と楽団の音楽も始まり、そろそろテリーサ姫を連れて部屋に戻ろうかという時にルカと目が合った。

　ルカは一直線に、突進してくるような勢いで歩いてくる。

　アンジェリカはうろたえて、逃げ出すべきかと一瞬考えるほどだった。

　獲物を狙い定めた獣に追われているような気がしたのだ。

　ルカの瞳はいつになくぎらぎらと光っていたが、それでもアンジェリカの目の前に来ると普段の美しい笑みを浮かべていた。

　服装も、この間の制服とはうって変わって夜会用の正装だった。すらりとしたルカの美貌を際立たせた夜会服は、華美でも派手でもなくごく普通の紺色の上着だった。

　それでも、周囲の女性が皆、ルカに注目しているようだった。

　そのルカが、アンジェリカだけを一心に見つめている。

「やあ、義姉さん。少し、話があるんだ。一緒に来てよ」

　そう言って、無遠慮にアンジェリカの腕を掴んだ。

　アンジェリカは驚きに目を見張ったが、すぐに首を横に振った。

「ダメよ。今から行かなきゃいけないの」

　アンジェリカが拒否しても、ルカの手は強く握られたままで離してくれない。

　二人が向き合っていると、助け舟を出してくれたのは同僚のクリスティーンだった。

「姫さまには私が同行するから大丈夫よ。行ってきなさいよ」

「ありがとうございます、お嬢さん」

　ルカはクリスティーンに愛想を振りまき、彼女はぽっと頬を染める。

　しかし、クリスティーンはすぐに会釈をしてテリーサ姫の傍に付き添いに行った。

　アンジェリカがそちらに視線を送っていると、テリーサ姫はちらりとこちらを見て頷いた。

　大丈夫よ、という意味だろう。

　アンジェリカは、主人である幼い少女に気遣わせてしまったと心が沈んだ。

　今のアンジェリカの立場は、何を置いてもテリーサ姫を優先させなければならないのだ。

　それなのに、ルカの我儘で勤めを疎かにしてしまった。

「義姉さん、行こう」

「………………」

　強引に引き摺られるようにして、大広間を出て行く。

　落ち込んだ気持ちは、ルカに連れられて酔客が休むように整えられた部屋に入った時に怒りへと変わっていった。

　ルカが前回に会った時と同様に、無遠慮に抱きしめてきたからだ。

　身体をまさぐられ、口付けられそうになっても、喜びより怒りが勝った。

　アンジェリカは強くルカの身体を押しのけ、拒絶して言った。

「いい加減にして。どうしてわたくしの前でだけ、そんなに我儘放題なの。もう止めてちょうだい！　わたくしだって、いつもいつも何でも貴方の言うことを聞ける訳じゃないのよ！」

　ルカに対して、こんな態度を取ったのは初めてだった。

　興奮で声を荒げる義姉を見て、彼はどう思っただろう。

　ルカにどう思われようとも、アンジェリカは怒りをぶつけなければ気が済まなかった。

　興奮が冷めやらないままに、ルカの表情を見る。

　すると、アンジェリカは驚いた。

　ルカが嬉しそうに、にっこりと笑っていたからだ。

「義姉さん、嬉しいよ。義姉さんが感情をぶつけてくれるのは、子供の頃以来だ。あの頃の、アンジェリカが戻ってくれたみたいで、嬉しい……」

　そう言って、ルカはぎゅっとアンジェリカを抱きしめた。

　彼の方が身体が大きいのだが、縋り付かれているような抱きしめ方だった。

「ルカ……？」

　戸惑って、どうしたのかと問いかける。

　ルカはアンジェリカの髪に顔を埋めたまま言った。

「だって、義姉さんはずっとよそよそしかった。腫れ物に触れるようにしか、俺に接してくれなくなった」

「そんなことは……」

　アンジェリカの否定の言葉は、すぐに遮られた。

　ルカは顔をあげ、アンジェリカを真正面に見つめながら言った。

「そうだよ。全然感情を見せず、上辺だけの優しさで接していたじゃないか。俺が何を言っても怒らないし、一歩離れた場所で引いて見ているだけだった」

「………………」

　それは、確かにそうだった。

　アンジェリカは己が養子であり、ルカこそが正式な跡継ぎであることを知ってからは、自分は彼に付き従うべき存在だと思ったからだ。

　実子のルカに、義姉が偉そうに言える訳がない。

　そう思ってこその態度だった。

　しかし、それはルカにとってはよそよそしく感じられたようだ。

　ルカは、叱ってほしかったのだろうか。

　アンジェリカは少し身体を離し、ルカの真剣な表情をじっと見つめた。

「もちろん、アンジェリカが一歩引いた態度を取っていた理由もわかっている。俺に遠慮もあったんだろう。けれど、それは俺にとっては寂しいことだった」

「そう、だったの……」

　ルカはこくり、と頷いた。

　以前の、まだ遠慮がない付き合いだった時の弟の顔だった。

「昔のアンジェリカは、俺が悪いことをしたら容赦なく怒っていた。けれど謝れば許して抱きしめてくれるんだから、叱られても確かな愛情を感じられた。俺が庭の花壇をめちゃくちゃにしたらお尻を叩かれたこと、よく覚えているよ」

「あれは、子供の頃だったから……」

　よく覚えているものだと感心すると同時に、当時のことを思い出して冷や汗が出る。

　アンジェリカは姉ぶって、ルカに偉そうに振る舞っていたものだった。

　あの頃は、本当の姉弟だと疑ったことさえなかったからだ。

　今、そんな態度を彼に取ることはできない。

　しかし、ルカは微笑んでアンジェリカの頬をするりと撫でた。

「俺は、そんなアンジェリカが好きだったんだよ。けれど、いつの頃か、アンジェリカは俺から離れようとしていると気付いた。だからどうにか気を惹こうと、悪さをしてはアンジェリカの反応を見るようになった……」

「だ、だからって、こんなことまでする必要はないじゃない……っ」

　心を確かめる為に、ルカは身体まで弄んだのだろうか。

　今まで堪えていた感情が溢れ出て、涙まで出そうになる。

　すると、ルカはこつんと額を合わせて言った。

「こんなことって、アンジェリカを抱いたこと？　それは、俺の欲望が止まらなかっただけで、反応を確かめる訳じゃないよ」

「もう！」

　アンジェリカはもう一度、彼を突き放そうとしたがそれはできなかった。

　ルカがアンジェリカをきつく抱きしめたからだ。

「まだ子供の時分の話だよ。どうやってもアンジェリカは俺をちゃんと見てくれなくなった。目の前にいるのに、透明の膜に覆われていて触れられない存在のようだった……」

「寂しい思いをさせてごめんなさい。そうすることがよかったと思い込んでいたから、貴方を傷つけていたとは思わなかったわ」

　ルカはアンジェリカの髪に口付けて囁いた。

「俺は、どうしてもアンジェリカに元に戻ってほしいと日々考えるようになった。俺と以前のように接してほしいと願っている時に、気付いたんだ。アンジェリカを、義姉としてではなく、女として見ていると」

「えっ……」

　それは子供の頃の話ではなくて？　いつから？　どうして？

　ルカの衝撃的な発言に、アンジェリカの思考は止まった。

　ルカは一歩後ろに下がり、微笑んで混乱しているアンジェリカを見下ろした。

　そして囁く。

「今日は、このあたりで解放してあげるよ。戻っていいよ」

「え、えぇ……」

「学校の休暇が終わるまでは、家にいるから。話の続きは、そこでしよう」

「………………」

　本当はこの場が離れがたくて、まだルカと話をしていたい。

　けれど、戻らなければ。

　アンジェリカは後ろ髪を引かれる思いでルカに背を向けた。

「今日は俺の事を考えて眠って」

　後ろから聞こえるその声に、アンジェリカはそっと心の中で言い返した。

　寝ている間だけではなく、起きていてもいつもルカのことばかり考えている。










　新年行事も一通り終わり、明日にはルカが寄宿舎学校に戻るという日に、アンジェリカは休暇を取ることができた。

　快く送り出してくれた主と同僚に感謝していると、テリーサ姫がこっそり囁いた。

「ルカとどうなったか、教えてね」

　アンジェリカは、まだ子供だと思っていた主がそんな風に言ったことに驚いた。

　ルカとのことは何も知らせていないのに、事情をくみ取っていたのだろうか。

　アンジェリカはおずおずと頼んだ。

「その、姫さま。何かご存知なのでしょうか……？」

「見ていれば、わかります。わたくしは目を配ることのできる主人ですもの」

「まあ……」

　アンジェリカは、いつの間にか主人が成長していたことにも驚いた。

　ルカに対してもテリーサ姫に対しても、自分より幼い存在はいつまでも変わらないと思いがちなのかもしれない。

　テリーサ姫が幼い頃から仕えていたアンジェリカは、人の上に立つべき貴人の成長ぶりに目を細めた。

　すると、テリーサ姫はぺろっと舌を出した。

「本当は、お兄さまに言われたんだけどね」

「え……何をでございましょう」

　まさか、ラズリー王子の名前が出てくるとは思わず不思議に感じる。

　それと同時に、ラズリーとルカは同級生であったことを思い出した。まさか、ルカが余計なことを触れ回っているのではないだろうかとヒヤリとする。

　果たして、その予想は当たっていた。

「お兄さまが、ルカはアンジェリカのことが大好きで、いつもアンジェリカの話ばかり聞かされるって。それで、わたくしのもとには一時的に預けているだけだって」

「そんなことを……」

　絶句するアンジェリカに、テリーサ姫は続けた。

「ええ。家にいたら妙な虫がつくかもしれないから、王城で守ってもらっているって。だから、わたくしのもとでは、殿方を誰もアンジェリカに近付けないようにしていたの」

「ひ、姫さま！　そのようなことをおっしゃってはいけません」

　虫がつくだとか、殿方がどうとか、テリーサ姫のような子供に教えて良い話ではない。

　アンジェリカが制止すると、テリーサ姫は首をすくめて言い訳した。

「だって、お兄さまがそう教えてくれたんですもの」

「では、ラズリー殿下にもしっかり進言しなければいけませんね」

　厳しい姿勢を見せると、テリーサ姫は抱きついてきた。

「ごめんなさい、アンジェリカ。怒らないで」

「はい、怒っておりませんよ」

　しっかりと抱き返して、背中をとんとんとするとテリーサは笑顔になる。

　畏れ多くも、主人であるテリーサ姫に姉のように慕われているのは、アンジェリカを誇らしい気持ちにさせた。

　そして、テリーサ姫への愛情で胸がいっぱいになるのだった。

　テリーサ姫付きの女官の仕事は、アンジェリカに合っていると思う。

　周囲も良い人ばかりだし、何よりテリーサ姫にお仕えしたいという気持ちが強い。

　そのお勤めの場にルカの影がちらつくのを、アンジェリカはその日初めて知ったのだった。

　そのあたりも、しっかりとルカと話をしたい。

　ルカと又会えるというときめきを抑えて、アンジェリカは実家へと送り届けてもらう馬車に乗りこんだのだった。






「おかえり、アンジェリカ」

　アンジェリカが屋敷に入ると、両親が出迎えてくれた。

「ただいま、お義父さま、お義母さま」

「おかえりなさい、アンジェリカ。今日のディナーもルカの好物を揃えて、いろいろ用意したのよ。アンジェリカも一緒にテーブルを囲めてよかったわ」

　ローナがとても喜んでいるので、年末に里帰りをしたばかりなのにまた休暇をもらってよかったと思う。

　しかし、アンジェリカは申し訳なさそうに伝えた。

「ええ。でも、またすぐに戻らなければいけないの」

「お勤めだから仕方ないものね……。近くにいるのに、なかなか会えないのは寂しいけれど」

　ローナのしょんぼりとした様子に、アンジェリカに喜びと切ない気持ちが去来する。

　義母にこんなに大切に思われ、実の子のように扱われているのが嬉しい。

　同時に、その母を寂しがらせてまでも王城で働き続けることは正しいのだろうかとも思う。最初は、この家とルカから離れようとして決めた仕官だった。

　だが結局は、両親に言えないような関係をルカと結んでしまっている。

　彼らを裏切っていることは、心苦しかった。

　両親も、ルカも、テリーサ姫もアンジェリカにとって皆大切だ。

　だから、胸が苦しい。

　その悩みを押し隠して、アンジェリカはローナに笑顔を向けた。

「その分、たまに会える喜びがあるもの。お義母さま、食事の前にお茶でもいかが？」






　夕食は、ローナが指揮し準備させた、心づくしの物ばかりだった。

　明日からはまた、寄宿舎で不自由な暮らしに戻るルカへの餞別だ。

「食堂では温かい物をきちんと食べられるの？　量が少なかったり、味がおかしかったりはしない？」

「大丈夫だよ、母さん。それにもうすぐ卒業だからね。きっとこの生活もすぐに懐かしむようになるよ」

　ルカに窘められても、ローナの心配は止まらないようだ。

「意地悪されて、食事が取れないなんてことはない？　たくさんの人たちと一緒に過ごすから、何か困ったことになることもあるんじゃないかと心配なのよ」

　ルカなら、どんな意地悪をされても相手を平気でやりこめるんじゃないかと思ったが、アンジェリカは口には出さなかった。

　アスマンが口を挟む。

「しかし、集団行動も必要だ。たくさんの人と知り合い、いろんな考え方があると知ることもできるし、かけがえのない友もできる。私も学生時代の友人とは、今も付き合いがあるからな」

「父さんも同じ学校の卒業生でしたからね。ダニエル校長の話、聞かせてください」

「ああ、ダニエルは後輩だったからな」

　オールドボーイのアスマンが笑顔になって、当時の思い出を語り始める。

　それをルカは楽しそうに聞いて、相づちをうっている。

　ローナは二人の様子を愛おしそうに見つめている。

　そして、アンジェリカはそんな三人の姿を見て、愛おしさと心苦しさが同時に心に在った。

　ルカとの関係が知られてしまえば、ローナは心を痛めるだろう。アスマンは二人を激しく叱責するかもしれない。

　両親が辛い気持ちになり、この平和で幸せな光景が見られなくなるのは、嫌だった。

　その為には、ルカと姉弟として付き合い今の関係は断ち切る必要がある。

　アンジェリカは、自分にそれができるだろうかと問い続けたのだった。






　夕食も終わり、おやすみの挨拶を交わしてそれぞれの部屋に入る。

　アンジェリカはたまにしか自宅に帰れないので、この部屋で寝るのも年に数日だけだ。

　しかし、部屋はいつもアンジェリカのいた時のままに整えられている。そして、アンジェリカが快適に眠れるように寝具が用意されているのだ。

　やはり、どう考えても両親には感謝しかない。

　彼らの信頼を、裏切りたくはなかった。

　いつもはルカが夜半にこの部屋に訪れてくるのだが、それを待っていられない。

　アンジェリカは、久しぶりにルカの部屋を訪ねることにした。

　ノックをすると、勢いよく扉が開いた。

　顔を覗かせたルカは、アンジェリカの姿を認めるとパッと顔を輝かせた。

「アンジェリカが部屋に来てくれるなんて、久しぶりすぎて以前がいつだったか思い出せないよ」

「そうね……」

　まだ無邪気に姉弟と思っていた時は、この部屋も遠慮なく遊び場にしたものだった。

　だが、立場を弁えなければいけないと思ってからは、ここに来るのも申し訳ない気持ちになって尻込みしていた。

「さあ、入って」

「ありがとう」

　アンジェリカが感情をぶつけて以来、ルカは上機嫌なままだ。

　今も、嬉しそうにアンジェリカを部屋に招き入れている。

　ルカとの良好な関係を壊すことになるだろう話をしなければいけないことに、アンジェリカの胸は痛むばかりだった。

「一緒に座ろう」

　アンジェリカの腰に手を回し、当然のように寄り添ってベッドに誘うルカに抱きついてしまいたかった。

　彼に触れられただけで、アンジェリカはいつも胸がときめいてしまう。

　ルカの温もりを手放すのは、辛く悲しいだろう。

　幾夜も泣いて眠れないかもしれない。

　それでも、アンジェリカはルカから離れて座った。

「話をしなければ、いけないから……」

「そうだね。俺のアンジェリカへの気持ちは、この間言った通りだよ」

　それを聞いて、アンジェリカの胸に喜びが込み上げてしまう。

　ルカが自分を思ってくれるなんて、本当に嬉しい。

　けれど、アンジェリカは彼の告白を聞いてから考えていたことを口にした。

「わたくしが嫌な態度を取ってしまって、ルカに辛い思いをさせてしまったこと、本当に申し訳なく思っているわ。ごめんなさい」

「謝罪なんていいから。それよりも、俺のことをどう思っているのかを聞きたい」

　ルカの真っ直ぐな瞳に、アンジェリカは目を逸らしてしまう。

　そんなの、好きに決まっている。

　ルカが好意を抱いてくれていたと聞いて、どれほど舞い上がったことか。

　それでも、アンジェリカはその思いとは別の事を口にした。

「ルカとは、普通の姉弟として、これからは……今までのことは忘れて、仲良くしたいの……」

「それは無理だよ、アンジェリカ。俺には忘れることなんてできない」

「っ……」

　ルカは激高もせず、諭すように伝えてくる。

　俯くアンジェリカを覗きこむようにして、彼は続けた。

「アンジェリカ、教えて。アンジェリカの気持ちを」

「わ、わたくしだって、忘れたくなんてないわ。でも、このことをお義父さまとお義母さまが知ったらどう思われることか」

「父さんと母さんは関係ないだろう。俺たちの気持ちが第一なんだから」

　そんなことを言ってしまうのは、やはり子供で世間知らずだからだろう。

　アンジェリカは顔を上げて、ルカと視線を合わせて言った。

「わたくしたちは、姉弟なのよ。それなのにこんな関係、法も世間も許す筈がないわ。お義父さまとお義母さまを悲しませるつもりなの？」

「法は許しているよ」

「え……？」

　ルカの言葉に、アンジェリカは耳を疑った。

　あっさりと言ったが、ルカは本当のことを口にしているのだろうか。

　信じられない思いで目を見開くアンジェリカに、ルカはにっこりとした。

「この国の法では、養子に入った兄弟の血が繋がっていなければ、婚姻することは可能なんだよ」

「そう、なの……？　でも、皆が何て言うことか……」

　アンジェリカがそう言うと、ルカは目を細めて睨んだ。久しぶりに見る、意地の悪そうな表情だった。

「じゃあ、父さんと母さんに聞きに行こうか。俺たちが好き合っていると言ったらどうするか」

「止めて！　そんなことしたら……」

　育ててくれた、大好きな両親に眉をひそめられるかもしれない。

　それは、アンジェリカの身体を恐怖で竦ませた。

　しかし、ルカはまたもしれっと言ったのだ。

「俺は、以前からアンジェリカが好きだし結婚したいって言っているけどね」

「え……でも、それは子供の頃の話なのよね？」

「いや。今回の帰省の時も言った。毎回言ってる」

「えっ、えっ……」

　アンジェリカはパニック状態で、おろおろと両手を握り合わせた。

　その手を、ルカは優しく握って言う。

「そう言っても、反対されたことはないよ」

「反対されないって、お義父さまとお義母さまは何ておっしゃっているの？」

　疑問をぶつけると、ルカはまた笑顔を見せた。

「アンジェリカがいいなら、それでいいって」

「本当に……？」

　それが本当であってほしい、そう思いながら確認するとルカは頷いた。

　そして続ける。

「俺も聞きたい。どうしてアンジェリカは、この家から離れようとしたんだ。父さんと母さんも寂しがってる。俺たちが嫌で離れた訳ではないんだろう？」

　アンジェリカは少し考えてから、口を開いた。

「……そうすることが、一番いいと思ったの。わたくしが子供の頃から、何かにつけて養子のことを吹き込む人たちはいたわ。両親にわたくしの行き先を考えさせるよりは、自分の道を決めてしまえばいいと考えたの」

「アンジェリカは馬鹿だ。それを、父さんや母さん、それに俺にどうして相談しなかったんだ」

　その当時のアンジェリカは、そんな相談などできる筈がないと信じ込んでいた。その気持ちをぽつりと呟く。

「迷惑になると、思ったから……」

「そんな訳ないだろう。家族のことを迷惑だなんて、思う訳がない。それに、赤の他人のいい加減な噂話を、俺たちより信じたってことじゃないか」

　本当に、ルカの言う通りだ。

　けれど、その噂話に毒されてしまったアンジェリカは、一人でどこかへ行かなければならないと思い詰めていたのだ。

「ごめんなさい……」

「これからは、ちゃんと全部相談して、本音を話してくれるなら許すよ」

　さらりとそんな事を言われ、また胸がときめく。

　アンジェリカは、潤む瞳でルカを見上げて言った。

「それに……」

「それに？」

「ルカのことを、好きになってしまったから……。もう、離れてしまった方がいいと思ったの……」

「アンジェリカ。そんなに可愛いことを言われたら、もう我慢できない」

　ルカはアンジェリカをベッドに押し倒した。

　その強引だけれど優しい手付きに、アンジェリカの胸はきゅんとなる。

　彼の欲望のこもった眼差しにドキドキしながら、口を開いた。

「ルカは、本当にわたくしでいいの？」

「アンジェリカがいい。アンジェリカじゃなきゃ嫌だ」

「だって、ルカは姫さまの夫になってもおかしくない立場なのよ……」

　ラズリー王子の側近になり、その妹姫を娶るなど、野心に燃えた男ならば何よりも望む立場だろう。

　その立場を捨ててまで、アンジェリカを望んでくれるというのだろうか。

　ルカの返事は、アンジェリカが望んだものだった。

「俺は、好きな人と一緒になりたい。子供の頃からずっと好きだった、アンジェリカとこれからも共に暮らしていきたいんだ」

　その台詞に、身体の奥から喜びが湧きあがってきた。

　ルカが愛おしくてたまらない。

　アンジェリカは両手を伸ばし、彼に抱きついて囁いた。

「嬉しい。好きよ、ルカ」

「アンジェリカ、本当に？」

　ルカがアンジェリカの顔を覗きこんで尋ねている。

　その瞳には縋り付くような色が含まれていて、彼が不安で仕方ないのだとわかった。

　アンジェリカは、彼を安心させるべく自分の気持ちをはっきりと伝えた。

「ええ。ルカが、好き。ずっと前から、大好きだったの」

「アンジェリカ……！」

　ルカがアンジェリカをきつく抱きしめた。

　全体重をかけて圧し掛かられると、アンジェリカは潰れそうになって言った。

「ルカ、重いっ」

「ごめん、夢中になってしまって。じゃあ、こうしよう」

　ルカはアンジェリカを抱きしめたまま寝返りをうって、仰向けになった。

　今度はアンジェリカがルカの上に乗り、体重をかけていることになる。

　アンジェリカは慌てて退けようとした。

「ごめんなさい、ルカ。重いでしょう」

「いいや。アンジェリカをしっかり捕まえていると実感できるから、心地いいよ」

　アンジェリカが身体を退かそうとしても、ルカの手がしっかりと腰を抱いている。

　心配顔でアンジェリカは確認した。

「本当にこのままで大丈夫？」

「うん。俺の部屋にアンジェリカがいるなんて、本当に嬉しい。今夜はゆっくりしよう」

　そう言って、唇を合わせてくる。

　アンジェリカにその口付けを避ける理由はなかった。

　いつもと同じようにキスを交わし、舌を絡め合わせる。

　それなのに、いつもよりも気持ちが良くて、素直に感じることができるような気がする。

　好きだという気持ちを隠さなくてもいいことと、ルカからの気持ちも伝えてもらったことが関係しているのかもしれない。

　唇を合わせる度に、好き、好きと心を込めていく。

　胸がときめくと同時に、身体も潤い満たされていった。

　口付けだけで、アンジェリカの下着はぐっしょりと濡れてしまった。

　それはルカも同じようで、腹に当たる硬い雄がすっかり大きくなっているとわかる。

　腹の上に乗っていると、彼に痛みを与えてしまうかもしれない。

　アンジェリカが少し腹をあげようとすると、その拍子にルカの雄を下腹部で擦ってしまった。

「う……っ」

　大丈夫、痛くない？

　そう尋ねようとしたが、ルカは快感に呻いたらしい。

　そして、そのお返しをアンジェリカにすべく両手を動かし始めた。

　彼の手はアンジェリカの夜着を腰まで捲り上げ、尻を露出させた。

　そのまま、下着の上から手の平を滑らせるように尻を撫で回している。

　軽く触れられているだけなのに、アンジェリカの身体はぴくぴくと反応して快感を拾っていた。

　やがて、その悪戯な指が後ろからアンジェリカの襞を撫で始める。

「あんっ」

　行ったり来たりする指が、濡れた下着の上から割れ目をなぞるのだ。

　アンジェリカは尻を振って、もどかしい快感から逃れるよう無意識に動いてしまう。

　すると、ルカは下着を横に引っ張ってずらした。そのまま、襞の内側に指を挿しこまれる。

「っ、ふ……っ」

　アンジェリカは息を止めて快感の予感を堪えようとした。

　ルカは予想に反し、蜜口に浅く指を入れてくちゅくちゅと鳴らした後、濡れた指をゆっくりと上に動かしていく。

　このまま上部に滑らされると、一番敏感な尖りに触れられることになる。

　アンジェリカは強い刺激を予想したが、またそれは外れることになった。

　ルカはごく小さな力で、撫でるように突起に触れるとすぐにまた蜜口へと下がっていく。

　蜜口にたどり着いても、ごく浅い部分で指を遊ばせるだけで、中までちゃんと入れてくれない。

　そして、指を上部に動かしても触れるか触れないかの力で突起を撫でるとゆっくりまた去っていくのだ。

「ふぁっ、ぁ、ん……っ」

　無意識のうちに、アンジェリカの腰が揺れ始めた。

　口付けで快感を得ようと、積極的に舌を絡めながらルカの指を追うように腰を動かしてしまう。

　浅ましいとは思うのだが、火が付いた身体は止まらなかった。

「ふふっ、いつもよりたくさん濡れているね、アンジェリカ」

「そ、それは……っ」

「それに、俺の指をほしがって動いている」

「やだぁ……っ」

　恥ずかしくて、ルカの肩に顔を埋める。

　それでも、蜜がどんどん溢れ出るのは止まらなかった。

　ルカはくすりと笑って囁いた。

「嫌がるんじゃなくて、もっとって言ってほしいな。俺がほしいって言ってよ」

「ん……っ、ルカが、ほしい……」

　アンジェリカは今までになく素直に応じた。

　愛し合う気持ちを伝える為にこの行為をしたいと、初めて思ったからだ。

　すると、ルカはゆっくりと蜜口に指を侵入させてきた。

「あっ、あぁっ……！」

　アンジェリカの中は、待ちかねていたかのようにルカの指を締め付け奥まで取り込もうとする。

　その力に逆らうように、ルカは指を出したり挿れたり動かした。

　中の感じる部分には触れないので、もどかしい快感が体内で渦巻く。

　アンジェリカは腰を振って喘いだ。

「ふぁっ、あぁっ……やだぁ、止まらない……っ」

「可愛いよ、アンジェリカ」

「気持ち良いの……っ、でも、足りなくて……っ」

「心配しなくても、後でいっぱい気持ち良くさせてあげるから。今は、楽しもう」

　ルカがそう言っても、アンジェリカはすでに絶頂の味を覚えてしまっている。

　もっとほしい、足りないと身体が訴えるのだ。

　指でゆっくり動かされるだけじゃ、もどかしすぎて辛い。

「いや、いやぁ……っ」

　アンジェリカのうわ言のような台詞を聞くと、ルカは嬉しそうににっこりと笑った。

「そういう意味で嫌がっているアンジェリカを見るのは、たまらないよ」

「やだぁ……っ」

「じゃあ、もっとしてあげるね」

　そう言うと、中指を中に挿れたまま敏感な突起に親指を押し当てた。

　しかし、意地悪な指は突起には触れずに、その周辺を撫で回すだけだった。

「あっ、あぁっ……やだあ、ルカ……っ、意地悪しないで……っ」

　アンジェリカが腰を揺らしながら、甘い声で訴える。

　ルカは笑顔のままだった。

「感じておねだりするアンジェリカなんて、初めて見るからつい。もっと俺に甘えて」

「っ……ルカ、お願い……もっとして……」

　これ以上話していると、自分が何を言ってしまうかわからない。もう言葉は封じようと、アンジェリカは自ら口付けを始めた。

　舌を絡ませてキスを続けていると、中の指が増やされた。ぐちょぐちょと掻き回され、じんとした快感がせり上がってくる。

　それと同時に、敏感な突起もぬるぬると擦られていた。

　今まで我慢していた身体には、過ぎた快感だ。

　もうすぐにでも、達してしまう。

　アンジェリカの中の肉壁がルカの指をぎゅうっと一層キツく締め付けた。

　すると、ルカはその前兆がわかったようですっと指を引き抜いてしまった。

「あ……」

　つい、物足りないという表情になってしまうアンジェリカに、ルカは熱く囁く。

「俺のでイってよ、アンジェリカ」

　アンジェリカは頷いた。

　早く、ルカと一つになりたかった。

　お互いに夜着を脱がせ合い、生まれたままの姿になる。

　そして、ルカは再びベッドに仰向けになった。

「アンジェリカ、上になって」

「っ……」

　女性上位の体勢になったことはなかった。

　いつも、アンジェリカが強引に奪われていたからだ。

　ちゃんとできるかどうかはわからない。けれど、ルカも二人が思い合っていることを確認したいのではないかと、そう思った。

　それならば、ちゃんとルカを安心させてあげなければいけない。

　アンジェリカは頷いた。

「ええ。やってみるわ……」

「大丈夫だよ、俺が手伝うから」

　ルカに導かれ、アンジェリカは彼の上に跨った。

　ルカが蜜口に雄を宛がったので、後は腰を下ろすだけだ。

　だが、アンジェリカの蜜が周辺を濡らしすぎているせいで滑ってしまう。

「っ、やだ……」

「はぁっ、アンジェリカ、そんなに焦らされたら俺も辛い」

　わざとやっている訳ではないのだが、ぬるぬると雄と襞を擦り合わせているとルカを興奮させてしまったらしい。

　ルカは再び蜜口に雄を宛がい、今度はアンジェリカの腰をがっちり掴んだ。

　そのまま、めりめりと雄を挿入させてくる。

「あっ、待って、そんなにいきなり……っ」

「ゆっくりしたら、入らないから」

　だが、ルカが強引に入れたのは一番太い先端部だけだった。

　そこが入ってしまうと、後はアンジェリカが腰を下ろすだけだと手を離したのだ。

「さあ、アンジェリカ。奥まで挿れて」

「はあっ、ん……っ」

　アンジェリカは慎重に、ゆっくりと腰を下ろし始めた。

　今まで快感に耐えていたので、挿れているだけで達してしまいそうなのだ。

　眉をひそめ、呼吸を止めるアンジェリカに、ルカは心配そうな顔になった。

「ひょっとして、痛い？」

「いいえ、大丈夫よ」

「力を抜いて、身体を楽にさせたらいいから」

　そう言うと、ルカはアンジェリカの胸をそっと揉み始めた。

　巧みに胸の先端を刺激され、アンジェリカはすぐに絶頂を迎えそうになる。

「ふぁっ、あっ……！」

「もっと気持ち良くさせてあげるね、アンジェリカ」

　アンジェリカの反応に気をよくしたのか、ルカは片手を結合部へと持っていった。

　そして、興奮で膨れている敏感な突起を摘んでぬるぬると擦ったのだ。

「あっ、あっ……！　あーーーっ！」

　アンジェリカは達しながら奥まで挿入し、快感を何重にも味わった。

　そしてルカの雄を締め付けてがくがくと身体を奮わせてから、彼の身体に倒れ込んだ。

「く……っ、アンジェリカ。いきなりイったら俺も出しそうになったじゃないか」

「はぁっ、はっ……だって、ルカが……っ」

「ああ、話しながらもすごく締め付けてる。もう、我慢できない……っ」

　ルカはそう言うと、アンジェリカの尻を両手で抱え、腰を突き上げ始めた。

「あっ、ひぃっ……！　待って、今イったばかりで感じすぎて……っ、あーっ！」

　初めての体位で、初めての場所に擦れるがそれがいつもとは違う快感を与える。

　中を突かれているのだが、アンジェリカがルカの上に倒れたままなので優しく擦られている感覚があった。

　ルカの顔を見ると、興奮と快感の中にも、アンジェリカを愛おしそうに見つめている。

　アンジェリカは夢中で口走った。

「ルカ、好き……」

「はぁっ……嬉しい。アンジェリカ、愛しているよ……」

　アンジェリカを抱きしめながら、ルカが大きく突き上げた。

　アンジェリカの奥にある、疼きが発生する中心にルカの雄が当たった。

「ひぁっ……！　あぁんっ！」

　身体の芯から快感が一気に伝わり、アンジェリカは嬌声をあげた。

　ルカはくすりと笑って言った。

「しーっ、声が大きいよ。アンジェリカ」

　そう言いながらもルカは腰を動かし続けているのだ。

　硬い雄でぐずぐずと中を擦られると、気持ちが良くてまたすぐに達しそうだ。

　結合部から蜜がたらたらと零れ落ち、下にいるルカの身体までしとどに濡れている。

　ぐちゅ、ぐちゅと中を熱く掻き回され、アンジェリカは快感に震えて言った。

「ルカ、キスで口を塞いで……」

「うん。可愛い、アンジェリカ。イってもいいよ」

　アンジェリカの方からルカにぴったり覆いかぶさって、唇を押し付ける。

　ルカは巧みにキスを返した。優しく唇を吸い、ちろちろと舐めた後するりと舌を侵入させる。

　アンジェリカも、もっとほしいと唇を開いて彼の舌を受け入れた。咥内を舌で愛撫される度に、中の雄をきゅうきゅうと締め付けてしまう。

　すると、ルカはアンジェリカの腰を掴み、ぴったりと奥まで挿入した後揺さぶり始めた。

　この体勢は中だけでなく、外の一番敏感な尖りもルカの身体に当たって擦れている。

　二つの刺激に、アンジェリカの我慢はすぐに限界がきた。

「んっ、んぅっ……！　んーーーーっ！」

　絶頂の嬌声は、いつものようにルカの喉に消えていった。

　ひくひくと締め付ける中に、ルカも遠慮なく欲望を放出する。

「んっ……はぁっ、アンジェリカ……」

「はぁっ、はっ……ルカ、好き……っ」

　幸福に浸り、うっとりと思うままに告げるアンジェリカに、ルカはふっと笑って髪を撫でた。

「アンジェリカがこんなに甘えてくれるなんて。少し前まで考えられなかったな」

「ルカから、離れなきゃいけないと思っていたもの……」

「じゃあ、今までの分ももっと甘えてほしい。俺がアンジェリカを甘やかせてあげる」

　すっかり頼もしくなったルカは、そんな風に言う。

　小さく可愛かった弟の面影は、すっかりなくなってしまった。

「ありがとう。でも、わたくしもルカに優しくしたいの。今まで素っ気なくしてしまった分、甘やかしたいから……」

　アンジェリカの言葉を聞いて、ルカはにっこりと笑った。

　そして繋がったまま身体を起こし、アンジェリカを抱きしめた。
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「じゃあもう一度、今度はこの姿勢でゆっくりしたい」

　所謂体面座位の体位なので、目の前に熱っぽく見つめるルカの顔がある。

　恥ずかしくて、彼の肩に首を埋めようとしたが腕を掴まれまた戻されてしまった。

「アンジェリカ、見つめ合いながらだよ」

「っ、だって、あん……っ」

　ゆるゆると動かされると、蕩けきった肉壁が擦られてじんと痺れる。

　またすぐに快楽に溺れそうになり、身体を奮わせるアンジェリカにルカはにっこり笑顔で言った。

「俺のお願い、聞いてくれるんだろう？」

「っ……」

　こんなお願い、ずるい。

　そう言おうとしたが、言えなかった。

　ルカの動きが徐々に深く強くなってきたからだ。

「はは、感じてるアンジェリカの顔、可愛い。もっと見せて」

「ふぁっ、あぁ……っ、も、だめぇ……っ」

「声は抑えてね。顔を見ていたいから」

「やっ、意地悪、しないでぇ……」

　二人の甘い睦み合いは、朝方まで続いたのだった。










　翌朝、アンジェリカとルカは手を繋いでダイニングに現れた。

　両親にすぐ二人の気持ちを明かしてしまって、アンジェリカの憂いを取り除こうというルカの提案だった。

　ルカは大丈夫だと請け負うが、アスマンとローナを失望させ眉をひそめられたらどうしようとアンジェリカの胸は不安でいっぱいだった。

「おはよう。父さん、母さん」

「ああ、おはようルカ。アンジェリカも」

　アスマンは新聞から目を上げ、ちらりと二人を見たが挨拶だけしてまた記事に目を落とした。

「あら、今朝は一緒なの。おはよう、アンジェリカ、ルカ」

「おはようございます、お義母さま……」

　どうして二人は何も言わないのだろう。

　二人が手を繋いでいるのに、何とも思わないのだろうか。

　アンジェリカが戸惑っていると、ルカが切り出した。

「父さん、母さん。話があるんだ。アンジェリカとの結婚を許してほしい」

　ローナがすぐに返事をする。

「アンジェリカが嫌がっていなければ、いいわよ。ねえ、あなた」

「そうだな」

　そのあっさりとした対応に、アンジェリカは目を丸くした。

「えっと、お義母さま、本当に？」

「ええ。アンジェリカ、ルカに脅されたりしていないわね？」

　鋭い母の目に、アンジェリカはぎくりとなった。

　つい先日までは、半ば脅されるような形で関係を続けていたからだ。

　しかし、それでもまったくの無理強いではなく、自分もルカを好いていたと思い直す。

　アンジェリカが答える前に、ルカが口を開いた。

「母さん、そんなことしていませんよ。アンジェリカも僕のことを思ってくれています」

「貴方は黙っていなさい。アンジェリカの口からきちんと話してもらうわ」

　ぴしゃりと言われ、ルカはしぶしぶ口を噤んだ。

　アスマンもこの場は妻に任せて口出しすべきでないと思ったのだろう、黙って新聞に視線を落としたままだ。

　だが、先ほどからちっとも紙を捲っていないようだった。

　アンジェリカは、今まで育ててくれた両親にはっきりと言った。

「わたくしも、以前からルカを好いていました。けれど、それが悪いことだと思っていたのです……」

「あら、そうなの？　どうして？　幼い頃からずっと一緒だった二人が結婚するなんて、素敵じゃない」

　義母がこんなに肯定的に二人の仲を見てくれているだなんて、まったく知らなかった。

　アンジェリカは今まで、家族に何も相談せずに一人で悩んでいた自分を馬鹿だと心の中で罵った。

「わたくしは、よそから貰われた、身分のない子だから……だから、ルカという跡継ぎができた以上は、早く出て行くべきだと、そう思い込んでいたんです……」

「アンジェリカは、悪意ある誰かに吹き込まれて、そう思うように仕向けられたんだろう？　そんなの、気にすることないのに」

　ルカが口を挟むと、アスマンも新聞をばさっと乱暴に置いて言う。

「何だと。一体、誰がそんなことをアンジェリカの耳に入れたんだ！」

「貴方たちは黙っていて！　話が進まないでしょう」

　ローナが二人に命じ、場を静かにさせる。

　間違いなく、この家で一番強いのはローナだとアンジェリカは実感した。

　そのローナがアンジェリカに優しく言ってくれる。

「そんなことはないのよ。ただ、アンジェリカの本当の両親のことを詳しく言わなかったのは、醜聞にも関わることだからなの。いつかは知らせるべきではと、迷っていたのだけれど……今なら、貴女も受け止めてくれるかしら、アンジェリカ」

「え……」

　醜聞という言葉に、アンジェリカの胸のうちに不安が生まれた。

　両親は、何かスキャンダルを引き起こしてしまったのだろうか。

　それが公になると、また迷惑をかけることになってしまうのだろうか。

　怯むアンジェリカに、ルカがぎゅっと手を握ってくれた。そして代わりに答える。

「聞かせてください。僕もアンジェリカも、ちゃんと受け止めます」

　ルカが手を握ってくれるだけで心強い。

　アンジェリカはこんなに頼りになる人を好きになってよかったと、感謝しながら母に向き合った。

「……はい！　聞かせてください」

「でも、先に朝食ね。冷めてしまうわ」

　ローナはいつだってマイペースだ。

　アンジェリカは勢い込んだ気を削がれながらも、朝食を頂いたのだった。










　食事を終わらせてから、家族はテーブルを囲んだまま話の続きを始めた。

　ローナがお茶を飲みながら、昔を懐かしむような瞳をする。

「アンジェリカの父は、私の従兄弟なの。その人が、道ならぬ恋をしてしまったのが、始まりだったわ」

「道ならぬ恋、ですか？」

　一体誰とだろう。貧しい家の娘とでも恋に落ちたのだろうか。

　そんな予想をするアンジェリカに、ローナはふふっと笑って続けた。

「従兄弟は近衛騎士だったの。それで、相手は護衛対象だった王族の方なんだけれど、なんと十五才も年上の女性だったのよ」

「えっ……」

　想像を超える展開に、アンジェリカは言葉を失った。

　ルカも驚いたようだったが、すぐにハッとして言った。

「それはひょっとして、先代の王の妹君であるソフィ王女さまでは？」

「まあ。誰とは明かさないでおこうとしていたのに」

　ローナは不満そうだったが、ルカは真面目な顔で言い返す。

「当時の年齢から考えると、すぐ予想は付きます。それで、どうなのですか」

「ええ、ルカの予想通りよ。先代の陛下は大変なお怒りで、すぐにでも従兄弟……エドモンドを罷免しようとしたのだけれど、ソフィさまはどうしても二人でいたいと言い張られたの」

「その、二人は本当に、思い合っていたのですね……」

　アンジェリカがそう確認すると、ローナは安心させるような微笑みを見せた。

「ええ、もちろんよ。ソフィさまは生まれつき身体が弱くて、足も不自由だったの。それで、誰にも嫁がず離宮でひっそりと暮らしていらっしゃったのよ。それが、人生でただ一度の激しい恋に落ちたという訳」

「そんなことが、あったの……」

　それが、自分の両親なのだろうか。アンジェリカはすべてが初耳なので、話についていくので精一杯だ。

　ローナは続ける。

「今まで何の主張もしたことのないソフィさまの情熱を目の当たりにしたからか、それ以外に何も持たないソフィさまを哀れに思われたのか、それはわからない。けれど、先代陛下はついにソフィさまとエドモンドの仲を認めてくださったの」

「よかったです……」

　もちろん、仲を引き裂かれなかったから今のアンジェリカがいるのだが、話を聞いているとドキドキしてしまう。

　ローナは但し、と厳しい顔になった。

「我が国の王位継承権は男女の区別なく生まれた順に与えられるでしょう。その当時は王太子殿下……今の国王陛下以外には直系の王族がいなかった。もし子が生まれてしまえばややこしいことになると、危惧された先代の陛下は条件を付けられたの」

「条件……」

「ええ。もし子が生まれたら、性別に関わらず養子に出す。そして、二人はその子と接触をせず、出生の秘密も明かさない。その条件を飲むなら、ソフィさまとエドモンドは共に離宮で暮らすことを許すと言われたの」

「それで生まれたのが、アンジェリカだったんだね」

　ルカの声に、ローナは頷く。

「私は、エドモンドに頼まれたからアンジェリカの様子を見に行ったのだけれど、最初はそれほど乗り気ではなかったわ。おそらく、エドモンドは私にアンジェリカの養育を頼んでくるだろうってわかっていたから……」

　アスマンがそれを引き取るように言う。

「あの頃、私たちの間に子が生まれなくてうるさい親戚もいてな。ローナは思い悩んでいたんだ。気分転換にもなるだろうと一緒に離宮に行ったんだが、私もローナも、すぐにこの子は我が家に来るべきだと思ったよ」

「ええ。アンジェリカを一目見た瞬間、この子はうちの子だって直感したの。アンジェリカも、私にすぐに懐いて甘えていたわ。それで、すぐにうちの子にしますと言って、養女にしたのよ」

「お義父さま、お義母さま……」

　そんな風に思われていたなんて、知らなかった。

　どこか困窮した家から、仕方なく養子として引き取られたかと想像していたのだ。

　アスマンは涙ぐむアンジェリカに大きく頷いて言う。

「それからは、アンジェリカのお陰でこの家も明るくなった。私たちはアンジェリカに助けられ、教わった所もたくさんあるんだよ」

「そうよ。それで、こんなに可愛い子がいるんだから、もう悩むのは止めようって開き直ったら、ひょっこりとルカを妊娠したの。あんなに思い詰めている時は全然来なかったのに、ルカはひねくれ者ね」

　ローナが笑いながら言う言葉に、ルカが抗議する。

「そんなの、僕のせいじゃありません」

「うふふ。それで、ソフィさまとエドモンドの話に戻るけれど。残念ながら、二人とも十年ほど前に亡くなられたの」

「そう、ですか……」

「ソフィさまが先にご病気で亡くなられると、後を追うように、エドモンドもすぐに亡くなってしまったわ。二人のお墓は、王城の中の離宮の一角にあるのよ」

　なんだか、不思議な気持ちだった。

　今まで、ずっと胸にしこりとなっていた物がすっと消えた。そして新しい事実は心を晴れやかにしながらも、寂寥感をもたらしたのだ。

　もう、本当の両親はこの世にいない。

　けれど、育ててくれた両親はアンジェリカを望んで引き受けてくれたのだ。

「お義父さま、お義母さま。本当に、今まで育ててくださってありがとうございます。わたくしは、二人が両親で幸せです……」

「おいおい。それじゃ、今すぐにでも嫁に行くみたいな挨拶じゃないか」

　アスマンが混ぜ返したので、アンジェリカは泣き笑いの表情になってしまった。

　ルカがにっこりして言った。

「アンジェリカは、僕のお嫁さんになるんでどこにも行かせません」

「ルカ。貴方は子供の頃からずっとそう言っていたでしょう。強引にアンジェリカの意思を変えたりなんてしていないわね？」

「母さん、さっきから何なんですか。アンジェリカも言った通り、僕たちはちゃんと愛し合っています」

　ルカがちらりとこちらを見るので、アンジェリカもぽっと頬を染めながら言った。

「はい。ちゃんと、好きです……」

　ローナは小首を傾げた。

「それならいいんだけれど。ルカは普段は良い子だけれど、たまに意地の悪い所があるでしょう」

「そんなことはございません、母上」

　ルカがおどけて、いつもと違う呼び方でローナを呼ぶ。

　ローナは笑いながらも、納得はしたようだ。

「陛下にお願いして、離宮に伺わせてもらうといいわ。王城に勤めている間でなければ、なかなかできないでしょうし」

「はい。けれど、わたくしに出生の秘密を明かさないことが条件だったのに、よかったのでしょうか」

　アンジェリカが尋ねたが、ローナは事もなげだった。

「その約束を交わした方々はすでに皆、亡くなられているもの。それに、アンジェリカがルカと結婚してこの家に残ると決めた以上、もう大丈夫よ」

「そう、ですね……」

　アンジェリカが本当の両親のことを知ることができたのは、ルカとの関係をアスマンとローナに明かしたお陰だったのだ。

　ずいぶん、遠回りをしてしまったようだ。

　養女であることを気にし、ルカと距離を置いた付き合いをしようとしていた。

　けれど、ルカと気持ちを確認し合い、そしてそれをアスマンとローナに打ち明けたら憂慮すべき問題は何もなくなったのだ。

　ありがとう、ルカ。

　感謝と愛おしい気持ちが溢れそうになって、ルカをじっと見つめる。

　すると、こちらを見ていたルカと目が合った。

　彼はにっこりと笑うと、唐突に提案した。

「アンジェリカ、僕が卒業したら家に戻ってほしい」

「え……」

「すぐに結婚したいし」

「それは……少し、考えさせて」

　急に女官を辞めるというのも、どうなんだろう。王家の都合もあるし、一概にすぐ辞めるとは言えない。

　アンジェリカの進退については様子を見計らって決めよう、ということになった。そして二人はそれぞれの場に戻っていった。

　ルカは寄宿舎学校へ。そして、アンジェリカは王城へと。










　実の両親のことを教えてもらってからほどなくして、アンジェリカは陛下と王妃殿下の二人と話す機会を与えてもらった。

　非公式のお茶会ということで、二人の居住区にあるサンルームにあるテーブルを三人で囲むことになった。

　緊張の色を見せるアンジェリカに、国王陛下が声を潜めて言った。

「実は、そなたとは従兄弟に当たる」

「……おそれいります」

　考えればそうなのだが、陛下から直々にそう言われると、アンジェリカは恐縮するばかりだった。

　陛下は続ける。

「アスマンからは、報告を受けている。離宮に眠っている父母に会いに行きたいのだろう。門番に話を通しておこう」

「ありがとうございます……！」

「本来なら王族の墓所は別にあるのだが、叔母上は思い出の離宮の一画で眠りたいと、そう言い残したのでな」

　それで、離宮にソフィの墓ができたのか。アンジェリカは、亡き実母の願いを叶えてくれたであろう陛下に感謝の気持ちを伝えた。

「そう、だったのですね……。ありがとうございます」

「そして、エドモンドもだ。当初、私はエドモンドを自由にするべきだと考えていた。奴もまだ若かったし、叔母上の亡き後にまで付き合う必要はない。そう言ったのだが、奴は首を横に振った」

「…………」

「墓の近くにいたいので、王城の騎士を続けたいというのがエドモンドの希望だった。しかし、今さらエドモンドを受け入れる場所はなかった。口さがない者は、王女の情夫と噂するような立場に長らくいたからな。それで離宮の管理人にするという落としどころをつけたのだが、奴もあっという間に逝ってしまった」

「はい」

「王城内では、叔母上がエドモンドを呼んだのだともっぱらの噂だった。それで叔母上の慰霊も兼ねて、特別にエドモンドを王城の中に葬ったのだ。伯母上の墓所の隣にな」

　確かに、王族でもないアンジェリカの実父の墓が王城内にあるのは不思議だった。

　しかし、その話を聞けば納得できた。

　アンジェリカは頭を下げた。

「教えてくださって、ありがとうございました。そして、父へのご厚情をありがとうございます」

　陛下は、もうよいという風に手を振ったのでアンジェリカは元の姿勢に戻った。

　次に、王妃殿下が口を開いた。

「アンジェリカ、聞きましたよ。ルカに求愛されていると」

「えっ、あの、そんなことまで……」

「ええ。もちろん、ルカの目を見ていたら以前からわかっていましたよ」

　朗らかに笑う王妃殿下に、アンジェリカはまたも恐縮しきりだ。

「いえ、そんな……」

「ルカが早く身を落ちつけたら、ラズリーも少しはしっかりするでしょう」

「いえ、は、はい……」

　何と相づちをうつといいのかもわからない。

　たじたじとなるアンジェリカに、王妃殿下はさらに続ける。

「できることならば、ラズリーの子とアンジェリカたちの子を同じ年頃にしてほしいわ。まだそういう話は気が早いかしら」

「それは、その……まだ……」

「ホホホ。赤くなって可愛らしいこと」

　からかわれているのか、本気の要望なのかわからない。

　アンジェリカはうろたえて真っ赤になりながらも、何とかお茶会を最後まで乗り切ったのだった。










　離宮は用がない限り足を踏み入れることのない場所だ。

　こんな場所があったのか、ときょろきょろしながら離宮の一画に足を踏み入れる。

　十年も前の墓標なので半ば朽ちたような物を想像していたが、想像以上に立派な物が建っていた。

　王女の墓石と、その隣にある彼女を生涯かけて守ったという騎士の功績を讃える塔だ。

　アンジェリカはしばらく、二つの墓を見つめていた。

　今でも綺麗に保たれているのは、陛下が心に留めているからだろう。誰かが離宮と墓石を常に清めてくれているのだ。

　アンジェリカは心の中で語りかける。

（ソフィさま、そしてエドモンドさま。お会いできなかったのは残念です。けれど、わたくしの両親は今のお義父さまとお義母さまなのです。実の両親を渇望しない、親不孝な娘でごめんなさい。わたくしは、ルカと結婚して名実共にお義父さまとお義母さまの娘になります。ここにはあまり来られなくなりますが、お許しください……）

　アンジェリカが祈りを捧げると、その時、強い向かい風が吹いた。

　ぶわっと風に煽られ、思わず手で目を覆う。

　その時、ハッと脳裏に浮かぶ記憶があった。

　あれは……あの時、何年前のことだろう。ラズリー王子が誕生した祝いに、貴族の幼い子供たちが王城のガーデンパーティに招かれたことがあった。

　ラズリー王子が誕生した年ならば、アンジェリカはまだ五歳だっただろうか。

　パーティの最中に庭にいると、急に強い風が吹いた。風から顔を守る為に両目を覆った後、アンジェリカはふと強い視線を感じた。

　反射的にそちらを向くと、中年の貴婦人と年若い騎士がじっとアンジェリカを見つめていた。

　貴婦人は杖をついていて、騎士は彼女をそっと支えていた。

　ふいにその貴婦人の瞳が潤み涙が零れたので、アンジェリカはびっくりした思い出があった。

　大人が、それも立派な貴婦人が泣くなんておかしいと思ったのだ。ひょっとしたら、今の風で目に埃が入ったのかもしれない。

　アンジェリカが、母が持たせてくれたハンカチを差し出すべきかとポケットを探っている間に、二人は背を向けてしまった。

　幼いアンジェリカは、何だか不思議な気持ちでその二人の後ろ姿を見送ったのだった。

「あ……」

　アンジェリカの瞳から、涙が一筋零れ落ちた。

　あの記憶が正しければ、あれはアンジェリカがただ一度まみえた、実の両親の姿なのかもしれない。

　貴婦人と騎士は、アンジェリカの目に砂でも入ったのではないかと心配してくれたのだろう。

　そしてアンジェリカと接触しないという約束を守る為に、すぐに去ってしまった。

　貴婦人は、ただ一つの恋を成就する為にアンジェリカには会わないと約束をした。それでも、ひと目姿が見たいとガーデンパーティに参加したのだろうか。

　真実はわからない。

　それでも、アンジェリカは再び両親に語りかけていた。

（お父さま、お母さま。あの日、わたくしに会いに来てくださったのですか？　わたくしは、今までも幸せでしたがこれからは、もっと幸せになります。だから、安心して眠ってください）

　次に吹いた風は、頬を優しくくすぐるそよ風だった。

　まるで、了承の返事を風がしてくれたようだった。

　アンジェリカは涙が止まるまで、しばらく墓所の前で立ち尽くしていたのだった。
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